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東
日
本
大
震
災
後
に
被
災
し
た
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
関
わ
っ
て
き
た
方
の

生
の
声
を
聞
き
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

起
き
た
時
、
教
育
現
場
で
で
き
る
対
応

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
８
月
２５
日（
木
）、

「
防
災
教
育
講
演
会
」
が
南
郷
小
学
校

で
開
催
さ
れ
、
教
職
員
や
町
内
外
の
地

域
住
民
な
ど
約
３０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
岩
手
県
一
関
市
教
育

委
員
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
員
の
鈴
木
利
典
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
鈴
木
さ
ん
が
震
災

翌
年
か
ら
定
年
退
職
す
る
ま
で
に
勤
務

し
た
被
災
地
の
中
学
校
３
校
の
話
や
、

震
災
後
の
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
、

学
校
の
存
在
の
重
要
性
、
災
害
発
生
時

の
支
援
物
資
の
課
題
、
防
災
・
減
災
教

育
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
四
万
十
市
か
ら
来
場
し
た
東
加
代
さ

ん
は
、「
自
宅
は
高
台
だ
か
ら
大
丈
夫

と
い
う
思
い
が
あ
り
、
外
出
先
で
震
災

に
遭
遇
し
た
時
の

こ
と
を
考
え
て
い

な
か
っ
た
。
避
難

場
所
の
こ
と
な
ど
、

改
め
て
家
族
で
き

ち
ん
と
話
し
合
い

た
い
と
思
う
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
国
際
協
力
機
構
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
の
研

修
員
と
し
て
四
国
内
の
大
学
で
専
門
分

野
を
学
ぶ
１０
名
が
８
月
３０
日
（
火
）
・
３１

日
（
水
）
、
黒
潮
町
を
会
場
に
し
た
防
災

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
研
修
員
は
、
ブ
ル
キ
ナ
フ

ァ
ソ
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ヌ
ア
ツ
な
ど
の

計
７
カ
国
出
身
。
研
修
で
は
、
佐
賀
津

波
避
難
タ
ワ
ー
の
視
察
、
防
災
講
演
、

砂
浜
美
術
館
の
視
察
、
大
方
高
校
生
と

Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）
の
体
験

授
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
１

日
目
の
夕
食
に
は
、
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
北
郷
が
地
域
の
食
材
な
ど
を
使
用
し

て
調
理
し
た
お
弁
当
を
食
し
ま
し
た
。

　
研
修
員
か
ら
は
、「
防
災
を
文
化
に

す
る
取
組
は
素
晴
ら
し
い
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
８４
が
、
９

月
４
日
（
日
）
に
香
川
県
で
開
催
さ
れ
た

「
第
２９
回
全
国
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
選
手
権
大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
各
県
で
行
わ
れ
た
四
国

４
県
の
予
選
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
４
チ

ー
ム
で
準
決
勝
、
決
勝
を
行
い
、
優
勝

し
た
チ
ー
ム
が
四
国
代
表
と
し
て
全
国

大
会
へ
進
出
で
き
る
と
い
う
も
の
。
同

ク
ラ
ブ
は
見
事
優
勝
し
、
全
国
大
会
へ

の
進
出
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
キ
ャ
プ
テ
ン
の
宮
本
敬
太

さ
ん
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
チ
ー
ム
の

た
め
に
戦
っ
た
結
果
。
全
国
大
会
で
は
、

目
の
前
の
試
合
を
１
つ
ず
つ
勝
ち
進
ん

で
い
け
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
久
保
田
聖
也
監
督
は
、「
四

国
大
会
当
日
は
、
猛
暑
で
か
な
り
ハ
ー

ド
な
試
合
だ
っ
た
。
全
国
大
会
で
は
１

勝
を
め
ざ
し
た
い
。
選
手
に
と
っ
て
も

良
い
経
験
に

な
れ
ば
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
、

１０
月
２９
日（
土
）

か
ら
三
重
県

で
開
催
さ
れ

ま
す
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
研
修
員
が
黒
潮
町
で

防
災
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

Ｆ
Ｃ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
84
が

全
国
大
会
に
進
出

南
郷
小
で
防
災
教
育
講
演
会

講演会の様子

高校生とHUGを体験する研修員ら

ＦＣＫＵＲＯＳＨＩＯ84の皆さん

ひ
が
し

か

よ

と
し

の
り

神
戸
学
院
大
学
の
学
生
と
大
方
高
校

生
が
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
交
流

　
９
月
１５
日
（
木
）
、
神
戸
学
院
大
学
現

代
社
会
学
部
社
会
防
災
学
科
３
・
４
回

生
の
学
生
ら
１１
名
が
高
知
県
で
の
防
災

現
地
研
修
の
一
環
で
大
方
高
校
を
訪
れ
、

同
校
１
年
生
２２
名
と
と
も
に
防
災
を
テ

ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
明
日
南

海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
る
と
し
た
ら
、

今
日
何
を
し
て
お
き
た
い
か
」
に
つ
い

て
を
考
え
、
チ
ー
ム
別
に
話
し
合
い
ま

し
た
。

　
同
校
の
竹
外
心
春
さ
ん
は
、「
防
災

を
学
習
し
て
い
る
大
学
生
だ
か
ら
こ
そ

わ
か
る
視
点
や
ア
イ
デ
ア
が
聞
け
て
勉

強
に
な
っ
た
。
今
後
の
学
習
に
活
か
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
ま
た
、
同
大

学
の
稲
澤
遥
樹
さ
ん
と
國
松
万
煕
さ
ん

は
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
た
場

合
の
津
波
想
定
が
日
本
で
１
番
の
黒
潮

町
で
唯
一
の
高

校
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
防
災

へ
の
意
識
が
全

然
違
う
と
感
じ

た
。
貴
重
な
経

験
に
な
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

ワークショップの様子

た
け

そ
と

こ

は
る

は
る

き

ま

ひ
ろ
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　今年8月23日（火）～28日

（日）の6日間、静岡県の浜名

湖競艇場で行われた「SG第

68回ボートレースメモリアル」

で初優勝を果たした黒潮町

小黒ノ川出身の片岡さん。

　元自衛隊という経歴を持

つ異色のボートレーサーと

してデビューして約15年、

ボートレースと真剣に向き

合ってきた片岡さんに話を

聞きました。水上をボートで走る片岡さん

第６８回ボートレースメモリアルで
優勝した際の片岡さん

競艇選手

片岡　雅裕さん
かた おか まさ ひろ

ま ほ ろ ば

く ろ し おVol.

19

「まほろば」とは、素晴らしい場所・住みやすい場所という意味。

まほろばな黒潮町で頑張る人や団体にスポットを当て、

紹介するコーナーです（隔月掲載予定）。

　
高
校
卒
業
後
は
、
２
年

ほ
ど
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、

い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
紹
介

し
て
い
る
本
を
見
て
い
る

時
に
た
ま
た
ま
ボ
ー
ト
レ

ー
サ
ー
と
い
う
職
業
を
見

つ
け
て
、
興
味
を
持
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。
元
々

身
体
を
動
か
す
仕
事
が
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
、

ま
た
、
頑
張
っ
た
分
だ
け

結
果
が
戻
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
で
、
や
り
が
い
が

あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
、
２０

歳
の
頃
に
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
経

験
が
な
か
っ
た
の
で
、
香

川
県
丸
亀
市
に
あ
る
競
艇

場
で
ひ
た
す
ら
ボ
ー
ト
に

乗
っ
て
練
習
を
し
ま
し
た

ね
。
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
始

め
て
か
ら
１
年
ほ
ど
し
て
、

平
成
１９
年
に
香
川
支
部
所

属
選
手
と
し
て
、
丸
亀
の

競
艇
場
で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は
１
つ

の
大
会
を
６
日
間
か
け
て

行
い
ま
す
。
最
初
の
４
日

間
は
予
選
、
そ
の
後
２
日

間
で
本
選
が
行
わ
れ
、
優

勝
者
が
決
ま
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は

１
年
中
行
わ
れ
る
競
技
の

た
め
、
多
く
の
大
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も

毎
年
３０
回
近
く
大
会
に
出

場
し
て
お
り
、
東
は
群
馬

県
か
ら
西
は
長
崎
県
ま
で
、

日
本
全
国
の
競
艇
場
を
回

っ
て
い
ま
す
。

　
最
初
は
あ
ま
り
実
感
が

湧
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
競

艇
選
手
と
い
う
の
は
日
本

に
約
１
千
６
０
０
人
い
ま

す
が
、
Ｓ
Ｇ
（
※
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
の
競
争
格
付
け
の

な
か
で
最
高
峰
の
ク
ラ
ス

に
位
置
す
る
競
争
）
に
出

場
で
き
る
の
は
一
部
の
選

手
で
す
。
強
い
人
ば
か
り

が
集
ま
る
大
会
で
、
私
が

優
勝
で
き
た
こ
と
は
す
ご

い
こ
と
な
ん
だ
と
思
い
、

よ
う
や
く
実
感
で
き
ま
し

た
ね
。

　
毎
年
年
末
に
行
わ
れ
る

Ｓ
Ｇ
の
大
き
な
大
会
に
出

場
で
き
る
こ
と
が
決
定
し

た
の
で
、
優
勝
す
る
こ
と

で
す
。
大
会
に
向
け
て
し

っ
か
り
調
整
し
て
、
優
勝

を
狙
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
始
め

た
き
っ
か
け
と
こ
れ
ま

で
の
経
歴
は
？

初
優
勝
を
果
た
し
た
浜

名
湖
で
の
大
会
を
振
り

返
っ
た
感
想
は
？

今
後
の
目
標
は
？

今年も彼岸花が咲きました

９月中旬から下旬にかけて彼

岸花が開花し、見ごろを迎え

ました。（撮影場所:湊川地区）
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令
和
３
年
度
の
歳
入
総
額
は

１
１
７
億
６
８
４
万
円
、
前
年

度
比
０
・
４
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
各
項
目
で
増
減
の
差
は

あ
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
対
策

に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
な
ど

の
増
に
よ
り
、
全
体
額
の
比
率

に
つ
い
て
、
大
き
な
変
動
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
歳
入
の
構
成
は
、
普
通
交
付

税
と
特
別
交
付
税
を
合
わ
せ
た

地
方
交
付
税
が
全
体
の
３９
・
９

％
、
町
税
を
含
め
た
自
主
財
源

が
全
体
の
２５
・
８
％
と
な
っ
て

お
り
、
国
や
県
の
財
政
支
援
に

依
存
し
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
債
は
過
疎
対
策

事
業
債
（
３
億
３
５
０
万
円
）
、

旧
合
併
特
例
事
業
債
（
２
億
４

千
７０
万
円
）
、
公
共
施
設
等
適

正
管
理
推
進
事
業
債
（
５
千
４

８
０
万
円
）
、
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
（
４
千
５０
万
円
）
、
な

ど
の
地
方
交
付
税
措
置
の
高
い

有
利
債
の
借
入
を
行
い
、
後
年

度
の
財
政
負
担
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
し
な
が
ら
、
町
に
必
要

な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
総
額
は
１
１
１
億
７
千

１
８
７
万
円
、
前
年
度
比
１
・

５
％
の
減
と
な
っ
た
も
の
の
、

未
だ
終
息
が
見
え
な
い
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に

係
る
各
種
施
策
の
充
実
を
図
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
１
０
０
億
を

超
え
る
決
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
目
的
別
の
構
成
で
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
業
務
な

ど
に
よ
り
、
総
務
費
が
２４
・
４

％
（
２７
億
２
千
３
３
８
万
円
）
、

前
年
か
ら
続
い
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

よ
り
、
民
生
費
が
２３
・
３
％

（
２６
億
４
３
２
万
円
）
、
こ
れ
ま

で
に
借
入
を
行
っ
た
事
業
に
対

す
る
元
利
償
還
に
よ
り
、
公
債

費
は
１３
・
４
％
（
１４
億
９
千
３

７
３
万
円
）
、
都
市
防
災
総
合

推
進
事
業
や
道
路
等
整
備
事
業

な
ど
に
よ
り
、
土
木
費
が
１２
・

８
％
（
１４
億
３
千
４
０
２
万
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
で
は
、
人
件
費
・
扶

助
費
・
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義

務
的
経
費
が
全
体
の
３６
・
５
％
、

普
通
建
設
事
業
と
災
害
復
旧
事

業
を
合
わ
せ
た
投
資
的
経
費
が

２１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
（
繰
越
明
許
を
含
む
）

黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況

【お問い合わせ】本庁 総務課 財務係　蕁43－2112

令和3年度

※それぞれの数値は集計後端数処理をしているため、合計値と合わない場合があります。

一般会計決算の状況

決算収支歳　　出歳　　入

歳　　　　入 歳出（目的別） 歳出（性質別）

5億3,497万円111億7,187万円117億684万円一般会計（繰越明許含む）

その他依存財源
3.2%

3億7,495万円

寄附金　10.1%
11億8,177万円

町税　7.2%
8億3,761万円

その他自主財源
8.4%

9億9,825万円

その他自主財源
8.4%

9億9,825万円

地方交付税
39.9%

46億6,787万円

県支出金
6.9%

8億0,824万円

国庫支出金
16.3%

19億1,096万円

町債
7.5%

8億7,311万円

町債
7.5%

8億7,311万円

県支出金
7.4%

8億6,232万円

依存財源
74.2%

86億8,921万円

依存財源
74.2%

86億8,921万円

自主財源
25.8%

30億1,763万円

自主財源
25.8%

30億1,763万円

その他
3.5%

3億8,179万円

人件費
14.8%

16億4,792万円

人件費
14.8%

16億4,792万円

補助費等
14.0%

15億6,759万円

補助費等
14.0%

15億6,759万円

投資的経費
21.0%

23億4,063万円

投資的経費
21.0%

23億4,063万円

その他の経費
42.5%

47億5,032万円

その他の経費
42.5%

47億5,032万円
義務的経費
36.5%

40億8,092万円

義務的経費
36.5%

40億8,092万円

その他
8.6%

9億7,017万円

民生費
23.3%

26億432万円

総務費
24.4%

27億2,338万円

農林水産業費
5.9%

6億5,416万円

衛生費
5.3%

5億8,857万円

公債費
13.4%

14億9,373万円

公債費
13.4%

14億9,373万円

物件費
16.6%

18億5,902万円

繰出金
8.4%

9億4,192万円

普通建設事業費
19.7%

22億341万円

災害復旧事業費
1.2%

1億3,722万円

消防費
6.3%

7億352万円

土木費
12.8%

14億3,402万円

扶助費
8.4%

9億3,927万円

◆ 

歳
入
決
算
（
収
入
）

◆ 

歳
出
決
算
（
支
出
）

歳入歳出決算状況
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地方交付税

歳入（収入）一覧

決　算　額

46億6,787万円

1人当たり

44万3,334円

国庫支出金 19億1,096万円 18万1,495円

寄　附　金 11億8,177万円 11万2,240円

町　　　税 8億7,311万円 8万2,925円

県 支 出 金 8億6,232万円 8万1,899円

町　　　債 8億3,761万円 7万9,553円

そ　の　他 13億7,320万円 13万420円

合　　計 117億684万円 111万1,866円

総　務　費

総務費

　ふるさと納税事業� 6億8,156万円

　定住促進住宅整備事業� 8,414万円

　新型コロナウイルス感染症対応補助金事業

� 3,628万円

　大方高校魅力化支援事業� 537万円

　マイナンバーカード発行業務� 402万円

民生費

　障がい者自立支援給付費� 3億3,990万円

　住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業

� 1億9,375万円

　あったかふれあいセンター事業� 6,830万円

　保育所施設整備事業� 533万円

衛生費

　コロナワクチン接種業務� 4,362万円

　予防接種事業� 3,157万円

　義務教育期間の医療費無料化事業�1,273万円

　不妊治療費補助事業� 47万円

歳出（支出）一覧
【目的別】

決　算　額

27億2,338万円

1人当たり

25万8,655円

民　生　費 26億432万円 24万7,348円

公　債　費 14億9,373万円 14万1,869円

土　木　費 14億3,402万円 13万6,198円

消　防　費 7億352万円 6万6,818円

農林水産業費 6億5,416万円 6万2,129円

衛　生　費 5億8,857万円 5万5,899円

そ　の　他 9億7,017万円 9万2,142円

合　　計 111億7,187万円 106万1,058円

普通建設事業費

決　算　額

22億341万円

1人当たり

20万9,271円

物　件　費 18億5,902万円 17万6,562円

人　件　費 16億4,792万円 15万6,512円

補 助 費 等 15億6,759万円 14万8,883円

公　債　費 14億9,373万円 14万1,869円

繰　出　金 9億4,192万円 8万9,459円

扶　助　費 9億3,927万円 8万9,208円

そ　の　他 5億1,901万円 4万9,294円

合　　計 111億7,187万円 106万1,058円

【性質別】

一般会計決算額

令和3年度の主な事業とその決算額 農林水産業費

　園芸用ハウス整備事業� 7,726万円

　有害鳥獣被害防止対策事業� 1,271万円

　水揚げ促進補助金事業� 2,294万円

商工費

　スポーツツーリズム誘客促進事業�3,458万円

　道の駅作業場整備事業� 218万円

土木費

　町営住宅等整備事業� 4億7,190万円

　高規格道路整備事業� 9,335万円

消防費

　木造住宅耐震改修事業� 2億515万円

　避難所環境整備事業� 1,277万円

　防火水槽設置事業� 854万円

教育費

　ICT整備事業� 1,263万円

　ふるさとキャリア教育� 294万円

災害復旧費

　公共土木施設災害復旧事業� 1億4,307万円

※1人当たり

　決算額を令和4年3月31日の

町人口10,529人で割った金額。

歳入歳出決算状況
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財政健全化法による財政指標について

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、令和3年度決算に基づく4つの健全

化判断比率と公営企業の資金不足比率を算出しました。この指標が基準以上となる場合には財政健

全化計画などを策定することが義務付けられています。黒潮町ではすべての数値が基準値を下回っ

ています。

○実　質　赤　字　比　率　普通会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

○連結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字額（または資金不足額）の標準財政規模に対する比率

○実質公債費比率　普通会計が負担する起債の元利償還金・準元利償還金の標準財政規模に対する比率

○将　来　負　担　比　率　普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

○資　金　不　足　比　率　公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率

※標準財政規模とは、標準的な状態で通常収入される見込みの一般財源の規模を言います。

令和3年度
決算

早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 － 14.63% 20.0%

連結実質赤字比率 － 19.63% 30.0%

実質公債費比率 9.6% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 － 350.0%

資金不足
比率

経営健全化
基準

水 道 事 業 会 計 － 20.0%

農業集落排水事業会計 － 20.0%

漁業集落排水事業会計 － 20.0%

特別会計決算の状況

歳　　入

住宅新築資金等貸付事業

2,678万円

777万円

宮川奨学資金

14億2,246万円給与等集中処理

17億331万円国民健康保険事業

3,805万円国民健康保険直診

17億1,473万円介護保険事業

1,797万円介護サービス事業

4,772万円農業集落排水事業

468万円漁業集落排水事業

�2億1,389万円後期高齢者医療保険事業

2億8,193万円情報センター事業

2億7,163万円収益的収支

資本的収支
水道事業

8,387万円

歳　　出

207万円

2,137万円

14億2,246万円

16億7,638万円

3,782万円

16億8,110万円

1,797万円

4,739万円

467万円

2億913万円

2億8,185万円

2億3,882万円

1億6,964万円

決算収支

570万円

541万円

0円

2,693万円

23万円

3,363万円

0円

33万円

�1万円

476万円

8万円

3,282万円

▲8,577万円

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の

特
別
会
計
は
、
公
営
企
業
会
計

の
水
道
事
業
を
含
め
て
１２
個
の

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
企
業
会
計
の
水
道
事
業
を
除

い
た
特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は

５４
億
７
千
９
２
９
万
円
、
歳
出

総
額
は
５４
億
２
２
１
万
円
で
歳

入
歳
出
の
差
引
総
額
は
７
千
７

０
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

※水道事業の不足額は、当年度分消費税および

地方消費税資本的収支調整額と、損益勘定留

保資金で補てんされています。

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

歳入歳出決算状況
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基
金
現
在
高
の
状
況
に
つ
い
て

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

令
和
3
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道

※上記の金額は普通会計に属する積立基金のみの累計額です。

基金の種類

財 政 調 整 基 金

減　債　基　金

その他特定目的基金

（15種類 ）

令和3年度末

現在高（①）

1,117,760千円

515,175千円

3,549,884千円

1,017,084千円

433,156千円

3,469,090千円

100,676千円�

82,019千円

80,794千円

1,117,760千円

公債費の財源充当

コロナ対策事業な
どへの財源充当

令和2年度末

現在高（②）
増減額（①�－�②） 増減の主な理由

歳入歳出決算状況

　
「
基
金
」
と
は
特
定
の
目
的
の
た
め

に
資
金
を
積
み
立
て
、
財
産
の
維
持
や

事
業
費
の
財
源
な
ど
に
充
て
る
た
め
に

準
備
す
る
貯
金
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

年
度
間
の
財
源
調
整
を
行
う
た
め
の
「
財

政
調
整
基
金
」
、
地
方
債
の
償
還
を
計

画
的
に
行
う
た
め
の
「
減
債
基
金
」
、
そ

の
他
特
定
の
目
的
の
た
め
に
設
置
さ
れ

る
「
そ
の
他
特
定
目
的
基
金
」
が
あ
り

ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
公
債
費
や
中
小
企

業
等
融
資
利
子
補
給
金
事
業
（
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
事
業
）
な
ど
へ
の
財
源
へ

充
当
す
る
た
め
の
取
り
崩
し
を
行
っ
た

た
め
、
下
記
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
計
画
的
な
財
政
運
営
を

行
う
た
め
、
確
実
か
つ
効
率
的
な
運
用

を
行
い
、
適
正
な
管
理
・
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
は
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成
や
、
災
害

防
止
を
図
る
た
め
の
森
林
整
備
な
ど
に

必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す

る
観
点
か
ら
令
和
元
年
度
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
交
付
額
は
、
２
千
１

８
１
万
５
千
円
と
な
り
、
こ
れ
を
原
資

と
し
て
市
野
瀬
地
区
の
森
林
整
備
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
意
向
調
査
・
境
界
測
量
委
託

業
務
や
、
入
野
松
原
再
生
計
画
に
か
か

る
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
（
充
当

残
額
の
３
０
４
万
７
千
円
は
森
林
環
境

譲
与
税
基
金
に
積
み
立
て
し
、
翌
年
度

以
降
の
事
業
に
活
用
し
ま
す
）
。

　
今
後
も
引
き
続
き
住
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
森
林

整
備
や
、
新
た
な
雇
用
創
出
を
目
的
と

し
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
は
、

１１
億
７
千
９
６
１
万
円
と
な
り
、

そ
の
一
部
を
次
の
事
業
な
ど
に
活
用
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
寄
附
者
の
ご
意

向
に
基
づ
き
、
黒
潮
町
を
元
気
に
す
る

た
め
の
施
策
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◆
自
然
環
境
の
保
全
事
業

・
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

・
松
く
い
虫
防
除
対
策
　
な
ど

◆
農
林
水
産
業
振
興
事
業

・
ハ
ウ
ス
整
備
事
業

・
漁
港
施
設
整
備
事
業
　
な
ど

◆
福
祉
施
策
事
業

・
社
会
福
祉
協
議
会
事
業

・
在
宅
子
育
て
応
援
事
業
 

な
ど

◆
教
育
・
文
化
振
興
事
業

・
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

・
町
民
館
運
営
事
業
　
な
ど

◆
防
災
対
策
事
業

・
土
砂
災
害
対
策
支
援
事
業

・
告
知
端
末
整
備
事
業
 

な
ど

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い

ま
ち
づ
く
り
事
業

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
事
業

・
特
別
教
室
空
調
整
備
事
業
　
な
ど
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カ
ツ
オ
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
佐
賀
中
学

校
で
は
、
２

０
１
８
年
度

よ
り
、
３
年

生
を
対
象
と

し
た
カ
ツ
オ

マ
イ
ス
タ
ー

に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今

年
も
１２
名
が

参
加
し
、
カ
ツ
オ
ま
る
ご
と
１
匹
を
さ
ば
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
計
７
回
練
習
し
て
い
き

ま
す
。

　
先
日
、
第
２
回
目
の
練
習
が
行
わ
れ
、
１
人

で
カ
ツ
オ
を
さ
ば
く
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

み
ん
な
、
最
初
は
緊
張
し
た
顔
で
、
体
が
硬
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
講
師
の
方
々
が

的
確
に
指
示
し
て
く
だ
さ
り
、
１
人
で
さ
ば
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
カ
ツ
オ
マ
イ
ス
タ
ー
の
練
習
が
続
き

ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
と
き
の
思
い
を
胸
に
、
残
り
の
練
習

を
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
１０
月

に
実
施
さ
れ
る
実
技
披
露
会
に
向
け
て
、
カ
ツ

オ
の
命
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
一
回
一
回
の

練
習
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
賀
中
学
校
　
３
年
　
矢
野
　
沙
羅
）

さ

ら

や

の

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

初
め
て
の
稲
刈
り

　
８
月
２０
日
は
、
待
ち
に
待
っ
た
稲
刈
り
で
し

た
。

　
ま
ず
、
山
中
さ
ん
に
イ
ネ
の
刈
り
方
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
刈
り
方
は
、
稲
を
持
っ
て

下
か
ら
な
な
め
に
切
り
上
げ
ま
す
。
そ
の
時
に

注
意
す
る
こ
と
は
、
稲
を
逆
手
に
持
た
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
う
で

を
切
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
こ
と
と
、
刈

っ
た
あ
と
に
稲
を
置
い
て
な
ら
べ
や
す
い
か
ら

で
す
。

　
教
え
て
も
ら
っ
た
あ
と
、
さ
っ
そ
く
刈
っ
て

み
ま
し
た
。
最
初
は
、
な
か
な
か
切
り
に
く
か

っ
た
け
ど
、
案
外
上
手
に
切
れ
ま
し
た
。

　
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
く
る
と
、
今
度
は
２
束
や

３
束
持
っ
て
刈
っ
て
い
き
ま
し
た
。
音
が
す
ご

く
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。
続
け
て
い
る
と
、

う
で
が
だ
ん
だ
ん
痛
く
な
っ
て
き
た
け
ど
、
最

後
ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
刈
っ
た
稲
を
、
コ
ン
バ
イ
ン
で

お
米
の
所
と
お
米
じ

ゃ
な
い
所
に
分
け
ま

し
た
。

　
す
ご
く
が
ん
ば
っ

た
の
で
、
上
川
口
マ

ル
シ
ェ
で
売
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
人
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
上
川
口
小
学
校
　
５
年
　
杉
本
　
一
護
）

プ
ロ
レ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

　
７
月
３１
日
、
ぼ
く
は
か
あ
ち
ゃ
ん
と
兄
ち
ゃ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
神
戸
に
プ
ロ
レ
ス
を
見
に
ワ

ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
に
行
き
ま
し
た
。

　
試
合
は
８
試
合
あ
っ
て
、
ぼ
く
が
一
番
心
に

残
っ
て
い
る
の
は
第
１
試
合
で
す
。
か
ん
ふ
う

マ
ス
タ
ー
ズ
対
ジ
ー
ブ
ラ
ッ
ツ
で
、
４
対
４
の

合
計
８
人
で
タ
ッ
グ
マ
ッ
チ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
カ
ー
ン
」
と
い
う
か
ね
の
よ
う
な
音
が
し
て
、

試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
４
人
の
う
ち

１
人
ず
つ
出
て
た
た
か
い
ま
し
た
。
た
た
か
っ

て
い
る
と
ジ
ー
ブ
ラ
ッ
ツ
の
１
人
が
こ
う
げ
き

を
受
け
て
ひ
ざ
を
つ
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
か

ん
ふ
う
マ
ス
タ
ー
ズ
の
３
人
が
出
て
き
て
、「
フ

ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
言
っ
て
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
の

合
体
わ
ざ
の
ポ
ー
ズ
を
し
て
、
攻
げ
き
を
し
か

け
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
周
り
の
人
や
ぼ

く
た
ち
は
、
ポ
ー
ズ
が
お
も
し
ろ
く
て
ば
く
笑

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
勝
負
は
か
ん
ふ
う
マ
ス

タ
ー
ズ
が
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
の
で
、

ぼ
く
は
ま
ん
ぞ
く
し

ま
し
た
。
も
し
ま
た

か
ん
ふ
う
マ
ス
タ
ー

ズ
の
試
合
を
見
ら
れ

る
の
な
ら
、「
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
」
を
見
た
い

で
す
。（

拳
ノ
川
小
学
校
　
４
年
　
梅
澤
　
陽
日
）

ひ

は
る

ざ
わ

う
め

す
ぎ

も
と

い
ち

ご
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◆
は
じ
め
に

　
こ
の
春
、
６
名
の
新
入
生
を

迎
え
、
全
校
児
童

３２
名
、
教
職

員
１１
名
で
、
２
０
２
２
年
度
の

教
育
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
校
区
は
田
野
浦
・
出
口
の
２

地
区
か
ら
な
り
地
域
の
方
か
ら

は
学
校
に
対
し
て
全
面
的
な
支

援
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
校
区
で
は
花

卉
栽
培
が
盛
ん
で
す
が
、
素
敵

な
花
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
き
、

学
校
中
い
つ
も
花
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ま
た
、
６
月
に
開
催
し

た
運
動
会
の
日
は
早
朝
ま
で
の

大
雨
の
影
響
で
、
運
動
場
は
と

て
も
使
用
で
き
る
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
保
護
者
・

地
域
の
方
が
午
前
５
時
前
か
ら

懸
命
に
作
業
を
し
て
く
だ
さ
り

無
事
開
催
す

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
学
校
・

保
護
者
・
地

域
が
一
体
と

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き

る
学
校
で
す
。

◆
学
校
教
育
目
標

　
「
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
で
す
」

 
○
確
か
な
学
力
　
　
　（
知
）

　
○
豊
か
な
人
間
性
　
　（
徳
）

　
○
た
く
ま
し
い
心
と
体（
体
）

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
こ
の

教
育
目
標
と
し
ま
し
た
。

　
今
、
時
代
はS

ociety5.0

と

い
う
Ａ
Ｉ
人
工
知
能
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
最
新
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
便
利
な
社

会
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

２０
年
後
に
は
、
現
在
あ
る
職
業

の
半
分
近
く
が
Ａ
Ｉ
人
工
知
能

を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
仕
事

と
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
必
要
な
教
育
、
し
か
し
こ
の

よ
う
な
時
代
で
あ
っ
て
も
変
わ

っ
て
は
い
け
な
い
教
育
、
つ
ま

り
不
易
と

流
行
を
し

っ
か
り
意

識
し
た
教

育
を
し
て

い
き
た
い

と
考
え
て

い
ま
す
。

◆
「
3
Ａ
（
あ
）
＋
夢
」

　
今
年
度
、
学
校
教
育
目
標
「
い

つ
も
笑
顔
で
元
気
で
す
」
の
実

現
の
た
め
、
全
校
児
童
、
全
教

職
員
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
進
む

た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、「
３

Ａ
（
あ
）
＋
夢
」
を
設
定
し
、
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
３
Ａ（
あ
）」
と
は
、

○
「
あ
い
さ
つ
、
返
事
」
を
し
っ

か
り
し
て
勇
気
・
元
気
い
っ

ぱ
い
に
な
る
こ
と
。

○
「
あ
り
が
と
う
」
を
し
っ
か
り

言
う
こ
と
が
で
き
感
謝
の
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
で
幸
せ
い

っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
。

○
「
元
気
い
っ
ぱ
い
あ
そ
ん
で
」

笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
。

　
そ
し
て
プ
ラ
ス
「
夢
」
を
持
つ

こ
と
、「
夢
」
を
持
つ
こ
と
は
す

べ
て
の
成
功
の
ス
タ
ー
ト
だ
と

思
い
ま
す
。

　
３
Ａ（
あ
）

は
「
あ
い
さ

つ
」「
あ
り

が
と
う
」「
あ

そ
ぶ
」
の
頭

の
文
字「
あ
」

で
す
。

　
さ
ら
に
、

地
域
の
方

や
各
業
種

で
活
躍
し

て
い
る
本

物
の
方
と
、
い
ろ
ん
な
形
で
出

会
い
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
く

こ
と
で
、
将
来
へ
の
夢
を
持
ち
、

自
ら
そ
の
夢
の
実
現
に
向
か
っ

て
頑
張
り
だ
す
の
で
は
な
い
か

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

◆
授
業
改
善
（
教
科
担
任
制
）

　
小
学
校
の
学
級
担
任
は
、
基

本
的
に
は
全
授
業
を
担
当
し
、

責
任
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
の

面
倒
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
学
校
以
上
の
教
科
担
任
制
で

は
、
専
門
性
に
加
え
、
い
ろ
ん

な
視
点
で
子
ど
も
た
ち
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
小
学

校
の
強
み
に
、
中
学
校
以
上
の

良
さ
を
加
味
し
た
形
の
一
部
「
教

科
担
任
制
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

現
在
、
１
・
２
年
生
は
２
人
、３
・

４
年
生
は
４
人
、
５
・
６
年
生

は
５
人
の
教
員
が
指
導
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

　
各
教
員
が
授
業
後
、
綿
密
な

情
報
交
換
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
を
一
元
的
で
は
な

く
、
多
面
的
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
良
さ
や
長
所

を
で
き
る
だ
け
多
く
見
つ
け
、

そ
れ
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
地
域
と
の
連
携

　
区
長
、
民
生
委
員
、
関
係
機

関
の
代
表
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な

ど
で
構
成
す
る
「
三
浦
の
子
ど

も
を
育
て
る
会
」（
学
校
運
営
協

議
会
）
を
中
心
と
し
て
、「
三
世

代
交
流
事
業
」
な
ど
の
行
事
の

開
催
や
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
活
動
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
支

援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動
を
し
て

い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
子
ど
も

た
ち
に
は

さ
ま
ざ
ま

な
人
と
の

出
会
い
、
関
わ
る
こ
と
を
通
し

て
地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

と
社
会
性
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

◆
防
災
教
育

　
本
校
は
「
高
知
県
学
校
安
全

総
合
支
援
事
業
」
拠
点
校
と
し
て
、

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
対
策

学
習
に
地
域
・
関
係
機
関
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１２
月

１６
日（
金
）が
研
究
発
表
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。

校
長
　
山
脇
　
克
仁

「
3
Ａ
＋
夢
」

三
浦
小
学
校
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「
共
に
学
び
高
め
合
う
」
こ
と

は
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
進
路

を
保
障
し
、
生
き
生
き
と
自
己

表
現
で
き
る
児
童
を
育
成
す
る

人
権
学
習
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
の
本
校
の
教
育

課
題
は
、「
共
に
学
び
高
め
合
う

児
童
を
育
成
す
る
」
こ
と
で
し
た
。

児
童
一
人
ひ
と
り
が
学
び
に
向

か
う
力
を
ど
の
よ
う
に
高
め
て

い
く
か
を
目
標
に
し
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
す
ぐ
に
取
り
組
ん

だ
の
が
授
業
改
善
で
す
。
１
時

間
の
中
で
児
童
に
ど
ん
な
力
を

つ
け
る
か
を
明
確
に
し
、
理
解

し
た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
使
う

か
、
対
話
を
通
し
て
学
び
に
向

か
う
意
欲
的
な
態
度
を
高
め
、

授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
学
習
規
律
に
も

目
を
向
け
ま
し
た
。「
上
川
口
小

学
校
、
学
習
の
決
ま
り
７
カ
条
」

に
も
、
協
働
と
徹
底
を
合
言
葉

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

１
　
次
の
学
習
の
準
備
を
す
る
。

２
　
チ
ャ
イ
ム
を
守
っ
て
行
動

す
る
。

３
　
こ
し
ぼ
ね
を
立
て
て
、
良

い
姿
勢
で
学
習
す
る
。

４
　
手
は
ひ
じ
を
伸
ば
し
て
ま

っ
す
ぐ
あ
げ
る
。

５
　
名
前
を
呼
ば
れ
た
ら
「
は
い
」

と
元
気
の
良
い
返
事
を
す

る
。

６
　
み
ん
な
に
聞
こ
え
る
声
で

発
表
す
る
。

７
　
話
を
聞
く
と
き
は
、
相
手

の
方
を
見
て
し
っ
か
り
と

聴
く
。

　
少
し
ず
つ
、
と
も
に
学
び
高

め
合
う
学
習
集
団
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操

作
し
、
仲
間
の
ス
タ
ー
ト
を
映

像
で
確
認
し
な
が
ら
、
正
し
い

ス
タ
ー
ト
を
自
分
た
ち
で
見
つ

け
出
す
授
業
で
す
。

　
授
業
改
善
は
、
児
童
の
興
味
・

関
心
・
態
度
を
よ
り
高
め
る
た

め
、
日
々
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
体
験
学
習
で
心
を
ふ
く
ら
ま

せ
る

　
体
験
学
習
で
は
、

１
　
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る

２
　
正
義
感
が
身
に
つ
く

３
　
道
徳
観
が
身
に
つ
く

の
３
つ
の
力
が
身
に
つ
く
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
上
川
口
小
学

校
で
は
、
体
験
学
習
を
通
し
て

学
び
の
土
台
と
な
る
力
を
つ
け

て
い
ま
す
。

◆
上
川
口
マ
ル
シ
ェ

　
上
川
口
マ
ル
シ
ェ
に
は
２
つ

の
目
標
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
場
を
広

げ
探
究
的
に
生
産
か
ら
販
売
ま

で
を
考
え
組
み
立
て
て
行
う
こ

と
で
す
。
２
つ
目
は
、
学
校
を

軸
と
し
て
地
域
の
活
性
化
を
願

う
取
組
で
す
。
市
場
が
で
き
れ

ば
地
域
が
活
性
化
し
ま
す
ね
。

◆
米
作
り

　
一
時
中
断
し
て
い
た
米
づ
く

り
で
す
が
、
復
活
し
ま
し
た
。

米
づ
く
り
を
通
し
て
、「
勤
労
生

産
活
動
」
の
良
さ
を
体
で
体
験

し
「
や
り
ぬ
く
力
」
を
身
に
つ
け

る
た
め
で
す
。

 

体
験
学
習
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
多
く
の
力
を
身
に
つ

け
て
い
き
ま
す
。
そ
の
力
は
、

自
己
を
支
え
る
力
と
な
り
学
ぶ

力
の
土
台
を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。

上
川
口
小
学
校
で
は
、「
知
・
徳
・

体
」
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
教

育
活
動
に
日
々
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
　

校
長
　
野
中
　
道
八

共
に
学
び
、

高
め
合
う
学
校
を
め
ざ
し
て

上
川
口
小
学
校

本当に暑いなかでの稲刈りで
したがよく頑張りました。

今年度の上川口マルシェは、
11月26日（土）です。
Welcome 上川口マルシェ

初めての田植えです。
足がぬるぬるします。
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【利用対象】
　町内在住（もしくは祖父母が在住）で、保育所・幼稚園に
通っていない就学前の乳幼児とその保護者（家族）。また、
妊婦の方、里帰り中の方も利用できます。
※保育所や幼稚園に通っている人や、小・中・高校生などは
利用をご遠慮いただいています。

　これからママ・パパになる人も気軽に遊びに来てください。
外出を控えている方が多いと思いますが、電話での相談も行
っていますので、気軽にお電話ください。

【活動内容】

★フリーデー

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～正午、午後1時～午後4時45分

　室内遊具や絵本など親子で自由に楽しめます。

★佐賀おでかけ広場　

　佐賀地域へ出張します。親子で自由に楽しめます。

　大方地域の地域子育て支援センターも開所しています。

★子育て相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～正午、午後1時～午後5時

　電話相談、来所相談、家庭訪問を行います。

★いっしょに遊ぼう　午前10時30分～午前11時

〇さちこ先生の読み聞かせ　6日（木）

〇英語であそぼう　13日（木）

　黒潮町国際交流員（CIR）　

　クレーマ・リンストロームさん

○ハロウィーン会　27日（木）

〇10月生まれさんの誕生会　28日（金）

★第7回「子育て講座」

　20日（木）午前10時30分～午前11時30分

　「心の響き合いとあまえ子育て～親子が笑顔になるために～」

　講師　NPO法人 カンガルーの会

　　　　　　　　　　　　　  理事長　澤田　敬 さん

　場所　地域子育て支援センター

★佐賀おでかけ広場　　

　毎週火曜日　午前9時～午前11時

○10月生まれさんの誕生会　18日（火）

○ハロウィーン会　25日（火）

　場所　あったかふれあいセンターさが（旧佐賀保育所）

　　　　蕁31－4807（悪天候の日はおでかけできない場合があります。）

○相談・お問い合わせ　地域子育て支援センター（大方中央保育所内）　蕁43－0512

　地域子育て支援センターでは、子育て中の親子が安心して地域で

暮らし、子育ての喜びを分かち合える「場」や、保護者や子どもたちが

交流できる「場」の提供をしています。出産や育児の悩みや日々の暮らしの相談にのり、楽しく子育てができるよう

にお手伝いします。大人・子ども・みんなの遊び場、支援センターにお気軽に遊びに来てください。

10月の予定

日 土月 火 水 木 金

2 3 4 5 6 7
午前 日 外来診療 外来診療（吉村先生） 開庁 外来診療（矢野先生）

午後 日 土
外来診療（川田先生）

外来診療（川田先生）

外来診療（吉村先生）
※予定変更の
　可能性あり

※予定変更の
　可能性あり

9 15

1
8

10 11 12 13 14
午前 山の日 土スポーツの日 外来診療（吉村先生）外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（池田先生）
15：00まで

外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（吉村先生）

16 2217 18 19 20 21
午前 山の日 土スポーツの日 外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）

外来診療（吉村先生）外来診療（池田先生）

午後 日 土
外来診療（吉村先生）外来診療（川田先生）

外来診療（川田先生）

外来診療（川田先生）

292423

30

25 26 27 28
午前 土敬老の日 外来診療（澤田先生）外来診療（吉村先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（吉村先生） 外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

3031 27 28 29 30
午前 土振替休日 外来診療（澤田先生）11:00まで 外来診療（吉村先生） 昭和の日 外来診療（矢野先生）10:00～12:00

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

新型コロナワクチン
接種のため外来休診

外来診療（矢野先生）

秋分の日

外来診療（澤田先生）

成人の日

建国記念日

国民の休日昭和の日

即位の日 国民の休日 憲法記念日

【診療時間】午前9時30分～正午、午後2時～午後5時（記載がある場合はその時間まで）
 　　　　　月曜日のみ診療時間が午後0時30分から午後2時（受付は午後1時50分まで）

■拳ノ川診療所 10月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所

　　　　　　　 蕁55－7111

※当診療所は予約制となっています。初診の方や予約のない方はあらかじめ電話連絡をお願いします。�    

   当日の予約受付もできますので、どうぞご利用ください。�     

※医師の都合により、診療日および診療時間が変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。�     

※特定健診（個別健診）、若者健診を随時受付しています。どうぞご利用ください。�     

外来診療（澤田先生）

「熱が出た」「風邪症状がある」方は、受診前に電話で診察時間を確認してから受診してください。感染症対策のため、ご協力をお願いします。

（各種事情により、急遽変更になる場合があります。お電話でご確認ください。）

外来診療（澤田先生）

（伊与喜出張診療所）

9：45～10：30

外来診療（澤田先生）15:00～

（鈴出張診療所）

11：10～12：30

※予定変更の
　可能性あり

※予定変更の
　可能性あり

※予定変更の
　可能性あり
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大方地域

10月 場　　　所 時　　　間内　　　容

9:30～10:30地域子育て支援センター愛 育 相 談17日（月）

13:15～14:15田野浦集会所田 野 浦 健 康 相 談18日（火）

※008:30～9:30特 定 健 診

個別にお知らせ胸 部 検 診

※008:00～9:00
土佐西南大規模公園体育館

胃 が ん 検 診
19日（水）

※008:00～9:30大腸がん検診（容器配布）

※13:00～13:30
特 定 健 診

大腸がん検診（容器配布）

10:00～11:00緑野集会所緑 野 健 康 相 談
20日（木）

9:30～10:30下田の口コミュニティセンター下 田 の 口 健 康 相 談

※13:30～15:30田野浦避難集会所子 宮 が ん 検 診

早咲集会所早 咲 健 康 相 談21日（金）

10:00～11:00入野本村集会所入 野 本 村 健 康 相 談

小川集落センター小 川 健 康 相 談24日（月）

個別にお知らせ10月19日（水）配布時お知らせ大腸がん検診（容器回収）25日（火）

9:30～10:30
上田の口集会所上 田 の 口 健 康 相 談27日（木）

上川口郷集会所上 川 口 郷 健 康 相 談28日（金）

※08:30～10:00特 定 健 診

個別にお知らせ
三浦小学校

胸 部 検 診

 ※008:00～9:00胃 が ん 検 診

※08:00～10:00 大腸がん検診（容器配布）29日（土）

※13:30～14:00特 定 健 診

 ※13:00～13:50旧馬荷小学校胸 部 検 診

※13:30～14:00大腸がん検診（容器配布）

11月 場　　　所 時　　　間内　　　容

個別にお知らせ10月29日（土）配布時にお知らせ大腸がん検診（容器回収）2日（水）

10:00～11:00
錦野集会所錦 野 健 康 相 談8日（火）

大方橘川集会所大 方 橘 川 健 康 相 談10日（木）

9:30～10:30集落活動センターかきせ馬 荷 健 康 相 談11日（金）

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

10
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係
　
　
　
　
蕁

4
3
―

2
8
3
6

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
蕁

5
5
―

7
3
7
3

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐賀地域

10月 場　　　所 時　　　間内　　　容

個別にお知らせ総合センター乳児・１歳６カ月児健診21日（金）

10:00～11:00あったかふれあいセンターさが（旧佐賀保育所）愛 育 相 談24日（月）
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・高知県救急医療情報センター

　蕁088－825－1299

年中無休・24時間対応。救急対応の医療機関を

ご案内します。

・こうちこども救急ダイヤル

　♯8000 または 蕁088－873－3090

午後8時から午前1時まで。夜間にお子さんの具

合が悪くなり、心配な時にご利用ください。

月日（曜） 四万十市

四万十市立市民病院 蕁34－2126

小原外科胃腸科 蕁35－0108

中村クリニック 蕁34－5100

宿毛市　（0880）

いなげ胃腸科内科 蕁62－1113

大井田病院 蕁63－2101

筒井病院 蕁66－0013

四万十町　（0880）

くぼかわ病院 蕁22－1111

大西病院 蕁22－119110/16（日）

23（日）

30（日）

正木整形外科 蕁34－5252 幡多けんみん病院 蕁66－222211/3（木）

四万十市立市民病院 蕁34－2126

温クリニック四万十 蕁34－8280

聖ヶ丘病院 蕁63－2146

田村内科クリニック 蕁63－1668

6（日）

13（日）

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

■当直医療機関

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては変更となる場合があります。その場合はホームページへの掲示やマイク放送でお知らせします。

合同窓口公売会開催のお知らせ
　こうちこうばいぷろじぇくとpresents合同窓口公売会「the Seller」Vol.3の開催日程

が決定しました。

　例年、県内の自治体が合同で開催している合同窓口公売会に

ついて、今年の開催日が決定しました。

　開催日程や、入札方法は下記のとおりです。

■開催期間　10月24日（月）～10月28日（金）

■入札受付時間

　・窓口入札　期間中の午前8時30分～午後5時

　・郵送入札　10月24日（月）午前8時30分～10月28日（金）午後5時

　　　　　　　（10月28日（金）午後5時必着）

　・ネット入札　期間中の午前0時～午後23時59分

※物品の情報については、10月中旬に運営事務局のホームページなどで発表します。

■入札場所

　・県内各市町村　・県内各租税債権管理機構　・県内各県税事務所

　・安芸広域市町村圏事務組合租税債権管理機構への郵送

　・WEB上で指定する入札フォーム

○お問い合わせ

　こうちこうばいぷろじぇくとR4運営事務局 安芸広域市町村圏事務組合租税債権管理機構

　蕁0887－37－9688（平日午前8時30分～午後5時/正午～午後1時除く）

合同公売物品情報



潘広報くろしお  №199　2022（令和4）年10月号

健

知

袋

康

恵

防
ご
う
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
毎
年
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が
強
く
、

重
症
化
や
合
併
症
を
招
き
や
す
い
な
ど
、

注
意
が
必
要
な
感
染
症
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発

生
し
て
２
年
半
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
た
感
染
症
に
な
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
国
内

流
行
は
、
２
年
間
連
続
で
抑
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
今
季
は
、
水
際
対
策
の
大
幅

緩
和
や
、
南
米
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
中
で
あ
る
こ

と
、
２
年
間
連
続
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
免
疫

力
の
低
下
に
よ
っ
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
、
一
昨
年
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
背

景
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
よ
り
マ
ス
ク
や
手
洗
い
な
ど
の
感

染
対
策
を
行
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
ぐ
に
は

◆
「
予
防
接
種
」
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
予
防
接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
の
た
め
に
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症
す
る

可
能
性
を
減
ら
し
、
も
し
発
症
し
て
も

重
症
化
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
免
疫

が
で
き
る
ま
で
２
週
間
〜
１
カ
月
ほ
ど

か
か
り
ま
す
。
流
行
す
る

１２
月
〜
３
月

を
迎
え
る
前
に
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス
の
型
も

変
わ
る
の
で
、
毎
年
１
回
、
定
期
的
に

接
種
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
（
※

１３

歳
未
満
は
２
回
）。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場
合
は
、

間
隔
を
あ
け
ず
に
接
種
が
可
能
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

１３
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る

と
症
状
が
重
く
な
り
や
す
い
方
は
、
主

治
医
に
相
談
し
た
う
え
で
、
積
極
的
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
症
状
が
重
く
な
り
や
す
い
方
】

・
高
齢
者

・
持
病
（
心
臓
病
・
高
血
圧
症
・
糖
尿

病
・
腎
臓
病
な
ど
）
が
あ
る
方

・
乳
幼
児

・
妊
婦

・
肥
満
の
方
　
な
ど

◆
し
っ
か
り
「
手
洗
い
」
を
し
て
ウ
イ

ル
ス
を
除
去
し
ま
し
ょ
う

　
石
け
ん
で

１０
秒
も
み
洗
い
し
、
そ
の

あ
と
流
水
で

１５
秒
す
す
ぐ
こ
と
で
、
ウ

イ
ル
ス
を
か
な
り
洗
い
流
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
手
洗
い
後
の
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
も
効
果
的
で
す
。

◆
マ
ス
ク
着
用
で
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

を
守
り
ま
し
ょ
う

 
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
、
ほ
か

の
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
マ
ス
ク
な

ど
で
口
や
鼻
を
覆
い
、
感
染
を
広
げ
な

い
よ
う
に
す
る
工
夫
を
「
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
」
と
言
い
ま
す
。
マ
ス
ク
が
な
い
場

合
に
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ
、

服
の
袖
な
ど
で
口
や
鼻
を
覆
い
ま
し
ょ
う
。

◆
室
内
で
は
、
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
、

適
度
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う

◆
十
分
な
休
養
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
と
り
ま
し
ょ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
と
き
は

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、

３８

℃
以
上
の
高
熱
、
頭
痛
・
関
節
痛
・
筋

肉
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
急
に
現
れ
る

の
が
特
徴
で
す
。

 
発
症
し
て
か
ら

４８
時
間
以
内
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
薬
が
効
く
期
間
で

す
。
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
症
状
を
抑
え
に

く
く
な
り
ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ

る
と
き
は
、
医
療
機
関
に
連
絡
を
し
た

う
え
で
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
か
か
っ
た
時
は
周
囲
に
う
つ
さ
な

い
配
慮
を

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染
力
が
と

て
も
強
い
た
め
、
熱
が
下
が
っ
た
あ
と

も
、
２
日
程
度
は
ほ
か
の
人
に
う
つ
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
症
状
が
治
ま
っ

て
も
、
２
日
ほ
ど
は
自
宅
療
養
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
家
族
（
特
に
症
状
が
重
く
な

り
や
す
い
方
）
へ
の
感
染
を
避
け
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
家
族
と
別
の
部
屋
で

療
養
し
ま
し
ょ
う
。
感
染
者
は
も
ち
ろ

ん
、
家
族
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

　
感
染
者
の
お
世
話
は
で
き
る
だ
け
限

ら
れ
た
人
（
で
き
れ
ば
１
人
）
に
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
脱
水
に
な
ら
な
い
よ
う
、
こ
ま
め
に

水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
定

期
的
に
部
屋
を
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
蕁

４
３
―

２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―

７
３
７
３
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実施医療機関

対　象　者

県下の医療機関で、10月1日（土）から12月31日（土）まで受けられます。

すべての医療機関が実施しているわけではありませんので、事前に電話な

どでお問い合わせしてから受診してください。

黒潮町では下記の医療機関で予防接種を受けられます。

実 施 期 間

要予約。事前に希望の医療機関に接種日時をご確認のうえ、健康保険証を

持参し、接種を申し出てください。

お申し込み

自己負担金　1,100円

　　　　　　（公的負担で接種できるのは、上記実施期間中1回だけです。）

※生活保護受給者の方は、免除証明書を持参すれば自己負担金が免除となります。

　免除対象の方は、下記までお問い合わせください。

※被接種者本人の意思確認が最終的にできない場合は、予防接種法に基づいた接種を

行うことができません。

接種料金

○お問い合わせ　本庁 健康福祉課 保健衛生係　　      蕁43－2836

　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373

実施医療機関

大方クリニック

蕁43－2255

実施期間

10月5日（水）～

12月28日（水）

実施日

月曜日～金曜日

（ただし土日・祝日を除く）

受付時間

月・水・金
　　　　午前／8：30～10：30
　　　　午後／13：30～15：30
火曜日　午後／13：30～15：30
木曜日　午前／8：30～11：30

佐 賀 診 療 所

蕁55－2037

10月4日（火）～

12月30日（金）

火・水・金

（ただし祝日を除く）

午　前／8：45～12：00

午　後／13：30～17：00

診療日が不規則となっていますので、電話でお問い

合わせください。

拳ノ川診療所

蕁55－7111

10月3日（月）～

12月28日（水）

高齢者の皆さんへ
インフルエンザの定期予防接種が始まります
高齢者の皆さんへ
インフルエンザの定期予防接種が始まります
高齢者の皆さんへ
インフルエンザの定期予防接種が始まります

黒潮町に住民登録があり、接種当日に次の①・②のいず

れかに該当する方。

①65歳以上の方

②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓または呼吸器の機

能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程

度の障がいのある方、ヒト免疫不全ウイルスにより免

疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がい

のある方（身体障害者手帳1級に相当する方）

※健診や内視鏡検査の状況により、待ち
時間が長くなる可能性があります。



澑広報くろしお  №199　2022（令和4）年10月号

国保会計国保会計国保会計み
んなで

さ
さ
え
る

○お問い合わせ　本　　庁 住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112

～ 無料で受けられる「特定健診」を毎年受診しましょう ～

～ 11月・12月の医療費（領収書）について ～

　本年度の集団健診は残り3回となりました。まだ受診していない場合は、10月の集団健診を受
診していただくか、医療機関での個別健診（人間ドックを含む）の受診をお願いします。ただし、特
定健診を取り扱う医療機関は限られていますので、詳しくは国保係までお問い合わせください。

■対　象　者　40歳から74歳までで黒潮町国保に加入している方
　　　　　　（妊産婦・長期入院などの場合を除く）

■受診期間　令和5年3月31日まで（令和5年4月1日からは次年度になります）

■受診場所（集団健診）

■受診に必要なもの　①保険証　　②特定健診受診券　　③問診票　
※特定健診受診券と問診票は、お住まいの地域の集団健診の日程に合わせて2～3週間前をめ
どに発送しています（10月4日実施分の受診券は7月に発送しています）。
※紛失の場合は再発行しますので国保係までご連絡ください。

■個人負担金

　無料（人間ドックの差額分は自己負担）。ただし、年度中に2回以上受診した場合は、2回目
以降は個人負担（実費）となりますので注意してください。

※20歳から39歳までの国保加入者を対象とした個人負担金無料の「若者健診」も実施しています。
上記の集団健診会場で受診できますので、若者健診受診券と問診票、保険証をお持ちください。

ご自身の健康状態を知るためにも年に1回の特定健診を必ず受診しましょう

日にち 場　　　所 受付時間

10月29日（土）

10月19日（水）

三浦小学校体育館

旧馬荷小学校体育館

午前8時30分～午前10時

土佐西南大規模公園体育館 午前8時30分～午前9時30分、午後1時～午後1時30分

午後1時30分～午後2時

10月4日（火）
大方町民館

湊川ふれあいセンター

午前8時30分～午前9時30分

午後1時30分～午後2時

※今回実施を予定している特定健診は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、急遽中止になる場合が

　あります。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

※個別健診は「特定健診を取り扱う医療機関」または「人間ドック実施機関」で受診できます。

　所得税の確定申告について、医療費控除の適用を受ける場合に、必要な提出書類の簡略化が図
られています。これにより、「医療費通知」を確定申告書に添付すると、「医療費控除の明細書」の
記載が不要となります（医療費控除できるのは、前年1月から12月までに実際に支払った医療費
に限られます）。確定申告開始前に届く「医療費通知」には10月の医療費までしか記載されていま
せんので、11月・12月の医療費については、領収書をもとに「医療費控除の明細書」を別途記入し
て、医療費控除を受けることになります。医療費控除の適用を受けるために、11月・12月の医療
費の領収書は大切に保管しておきましょう。

～ 新型コロナウイルス感染症による傷病手当金について ～
　令和2年1月1日から令和4年9月30日までとなっていた適用期間が、令和4年12月31日
までに延長となりました。
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後期高齢者医療の被保険者の皆さんへ

○お問い合わせ　本庁 住民課 国保係　　　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　　佐賀支所  地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112  

歯 科 健 康 診 査
後期高齢者医療の被保険者の方は、年1回 無料で受診できます。

※治療が必要な場合は、別途費用がかかります。

　皆さんの歯・歯肉の状態や口腔内の衛生状態などをチェックし、口腔機能の
維持・向上、全身疾患の予防などにつなげるため、歯科健康診査を実施します。皆さんの
お口の健康状態を知る良い機会となりますので、後期高齢者の特性に合わせた歯科健診を受診

しましょう。なお、健診結果は、保健指導などに活用しますので、ご了承ください。

歯科健診実施期間

10月1日（土）～令和5年2月28日（火）

健　診　結　果

受診した歯科医院で、医師より健診当日に説明

「むし歯」、「歯周病」、「噛み合わせ」、「噛む力」などのお口の健康状態が、日々の食生活だけで

なく、認知機能の低下や生活習慣病などに影響をおよぼす恐れがあります。

お口の健康チェックで、健やかな体づくりにつなげましょう

を受けましょう。を受けましょう

受　診　方　法

①受診希望の方は、下記までお申し込みください。
※昭和21年4月1日～昭和22年3月31日生まれの方および前年度後期高齢者医療の歯科健
診を受診した方は、受診券を事前発送しますので、申し込みの必要はありません。

※長期入院の方や施設などへ入所中の方は対象外です。
②対象者であることを確認した後に、「受診券」、「問診票」、「実施機関一覧表」をお送りします。
③一覧表にある歯科医院に電話し、健診の予約をしてください。
④次のものを持って、健診を受けてください。（保険証・受診券・問診票・入れ歯・お薬手帳）
※重複受診が判明した場合は、健診費用を請求させていただきますので、ご了承ください。

　２つ以上の病院などの医療機関からお薬が出ていると、同じ効果のお薬があっ

たり、飲み合わせが悪いなどの問題が起こることがあります。

　後期高齢者医療被保険者の方で、同じ時期に２つ以上の医療機関を受診し、多くの種類のお薬

が出ている方には、「お薬情報のお知らせ」を発送しています。

　お知らせが届いた方は、かかりつけの薬局や医療機関に「お知らせ」をお持ちのうえご相
談ください。

「お薬情報のお知らせ」をお届けしています
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「
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
」
は
、

地
震
で
被
災
し
た
建
物
に
つ
い
て
、
余

震
で
倒
壊
す
る
な
ど
の
危
険
性
が
あ
る

か
ど
う
か
を
判
定
し
て
表
示
を
行
い
ま

す
。
　
　

　
国
や
地
方
公
共
団
体
、
建
築
関
係
団

体
な
ど
が
連
携
し
、
被
災
地
域
に
判
定

士
を
派
遣
し
て
行
い
ま
す
。

　
大
き
な
地
震
が
起
き
る
と
建
物
は
少

な
か
ら
ず
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
倒
壊
は

免
れ
て
い
て
も
地
震
に
対
す
る
強
さ
が

弱
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
大
き
な
地
震
の
後
に
は
数
回
の
余
震

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
弱
く
な
っ
た
建

物
は
、
余
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
り
建

物
の
一
部
が
落
下
し
た
り
し
て
人
的
被

害
を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
被
災
者
が
そ
の
ま
ま
家

に
い
て
い
い
の
か
、
避
難
所
に
避
難
し

た
方
が
い
い
の
か
な
ど
を
判
断
す
る
た

め
に
、
救
命
・
救
急
・
消
防
活
動
と
並

行
し
て
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
応
急
危

険
度
判
定
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
地
震
発
生
後
の
建
物
の
判
定

に
は
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
判
定
の
目
的
や
基
準
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

■
被
災
度
区
分
判
定

　
建
物
の
復
旧
対
策
を
検
討
す
る
目
的

で
応
急
危
険
度
判
定
後
に
建
物
の
被
災

度
を
詳
細
に
判
定
す
る
も
の
。

　
ま
た
、
建
物
と
同
様
に
、
造
成
さ
れ

た
宅
地
に
対
し
て
も
災
害
時
の
応
急
対

策
と
し
て
危
険
度
を
判
定
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

■
住
家
被
害
認
定

　
「
罹
災
証
明
書
」
を
発
行
す
る
目
的
で

被
害
程
度
を
認
定
す
る
も
の
。

■
被
災
宅
地
危
険
度
判
定

　
地
震
や
降
雨
な
ど
に
よ
る
宅
地
災
害

が
広
範
囲
に
発
生
し
た
後
に
、
２
次
災

害
を
防
ぐ
目
的
で
被
害
の
状
況
を
把
握

し
て
宅
地
の
危
険
度
を
判
定
す
る
も
の
。

※
降
雨
災
害
に
も
対
応
す
る
と
こ
ろ
が

建
物
の
応
急
危
険
度
判
定
と
違
い
ま

す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
判
定
の
た
め
の
調
査
の
際
に
は
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
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ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
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ご
存
じ
で
す
か
？

　
被
災
建
築
物

　
　
応
急
危
険
度
判
定

（緑）

この建物は使用可能です。 この建物に立ち入る場合は
十分に注意してください。

この建物に立ち入ることは
危険です。

（黄） （赤）

被災建築物応急危険度判定の例

判定結果は3種類のステッカーを建物の出入口などに貼り付けて表示します。ステッカーはそれぞれＡ3サイズです。
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在宅介護手当についてイド介護保険介護保険介護保険 ガ
◆◆ 在 宅 介 護 手 当 に つ い て ◆◆

期　　　別

前　期

後　期

申　請　月

10月

支　給　月

12月

03月～4月 5月

期　　　間

4月分～9月分

10月分～3月分

介護保険広報シリーズ 198

● 在宅介護手当とは

　家庭において、寝たきりの高齢者などを介護している方に対して支給する手当です。

　介護者を激励しその労に報いるとともに、町民の福祉増進に寄与することを目的としています。

● 対象者

　黒潮町に住所があり、①～④のいずれかに該当する方を在宅において常時介護している方。

　①介護保険法により要介護4または5の認定を受けた方

　②寝たきりの高齢者で、その状態が3カ月以上継続している方

　③障害児福祉手当および特別障害者手当の支給に関する省令第15条の規定に基づく認定を得

ている方で、寝たきりの方

　④認知症高齢者については、医師が認知症と認める方で「認知症高齢者の日常生活自立度判定

基準」によるランクⅢ以上に相当し、その状態が3カ月以上継続している方

　※①～④に該当する方および対象者（介護者）に町税などの滞納がある場合は、支給対象外です。

　※②・③については「障害高齢者の日常生活自立度判定基準（寝たきり度）」のランクＢまたは

Ｃに該当する方です。

● 手当の額 　　

　・被介護者1人につき月額1万円とします。また、入院や施設入所（短期入所含む）などによ

り、在宅介護をした日数がひと月のうち5割以上の場合、その月は支給の対象になります。

　・被介護者が亡くなられた場合、その月のうち1日でも在宅介護の事実が確認できた時は支給

の対象になります。

　・福祉用具購入費および住宅改修費に対する給付を除く介護給付費の総額が10万円未満の月

については、1万円を増額します。（平成30年4月1日改正）

● 手続きの流れ（初めに受給資格の認定申請、次に支給の申請が必要です）　　

　①在宅介護手当受給資格認定申請書の提出

支給を受けるためには、まず認定申請が必要です。申請に基づき、認定または却下の通知

をします。

　②在宅介護手当支給申請書の提出

認定された方へ申請月（下記参照、年2回）に町から申請書を送付します。

実際に介護をした期間を記入し提出してください。

● 支給申請・支給月について　

○お問い合わせ　本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116
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「
ひ
だ
ま
り
の
会
」
講
演
会

i

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制

度
に
つ
い
て

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
が
一

定
基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が
実
施

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

◆
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
６５
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合

計
が
約

８８
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◆
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方

　
左
記
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・
前
年
の
所
得
が
約
４
７
２
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と
。

請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を

お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

　
お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
よ
り
９
月
ご
ろ
か
ら
、

請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し

ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記
入
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
５
年
１
月
４
日

ま
で
に
請
求
手
続
が
完
了
し
ま
す
と
、

令
和
４
年

１０
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金

事
務
所
ま
た
は
役
場
窓
口
で
請
求
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を
装

っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

皆
さ
ん
の
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口

座
番
号
・
暗
証
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、

手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
ご
請
求

で
お
困
り
に
な
っ
た
時
は
、
お
電
話
く

だ
さ
い
。

【
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

　
　
蕁

０
５
７
０
―

０
５
―

４
０
９
２

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
で

は
、
３
カ
月
に
１
度
、
出
張
年
金
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
に
は
、
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
ま
た
は
年
金
手
帳
（
年
金
証
書
）

や
、
本
人
確
認
の
た
め
、
運
転
免
許
証

な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
代
理
人
の

方
が
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、
本
人
か
ら

の
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
日
時
　

１０
月

２０
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前

１０
時
〜
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
　
佐
賀
支
所
１
階
町
民
室

◆
予
約

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

　
　
　
蕁

３
４
―

１
６
１
６

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
０
０

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁

５
５
―

３
７
０
１

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁

３
４
―

１
６
１
６

　
１０
月

２３
日
（
日
）
、
土
佐
市
複
合
文
化

施
設
つ
な
ー
で
に
て
、
大
切
な
方
を
事

故
や
病
気
、
自
死
に
よ
っ
て
亡
く
さ
れ

た
ご
遺
族
、
ま
た
、
ご
遺
族
に
関
わ
る

周
囲
の
方
た
ち
に
向
け
た
講
演
会
「
自

死
遺
族
当
事
者
の
私
が
支
援
者
に
な
っ

た
理
由
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
演
会
は
、
午
後
１
時

４５
分
〜
午
後

３
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
講
師
は
、

厚
生
労
働
大
臣
指
定
法
人
・
一
般
社
団

法
人
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
推
進
セ

ン
タ
ー
地
域
連
携
推
進
部
の
菅
沼
舞
さ

ん
で
す
。

　
講
演
終
了
後
、
自
死
遺
族
の
み
の
交

流
会
（
午
後
３
時

１５
分
〜
午
後
４
時

３０

分
）
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
無

料
。

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

蕁

０
８
８
―

８
２
１
―

４
９
６
６

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
定
員
数

の
関
係
で
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

「
年
金
相
談
」
の
ご
案
内

相談 教育 スポーツ・健康
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左
記
の
日
程
で
保
護
者
の
方
を
対
象

と
し
た
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
３
回

講
座
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
（
基
本
的
に
３
回
す
べ
て
の
講
座
に

参
加
で
き
る
方
）

　
子
ど
も
と
の
よ
い
か
か
わ
り
方
を
学

び
な
が
ら
、
日
常
の
子
育
て
の
困
り
ご

と
を
解
消
し
て
、
楽
し
く
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
を
す
る
保
護
者
向
け

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

◆
第
１
回
「
行
動
で
み
る
」

　
１０
月

１２
日
（
水
）

◆
第
２
回
「
ほ
め
上
手
に
な
る
」

　
１０
月

２６
日
（
水
）

◆
第
３
回
「
伝
え
上
手
に
な
ろ
う
」

　
１１
月
９
日
（
水
）

◆
場
所
　
本
庁 

３
階 

会
議
室
１

◆
時
間
　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁

４
３
―

２
８
３
６

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、

脳
の
健
康
づ
く
り
（
脳
の
活
性
化
）
と
社

会
参
加
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
、
間
違
い
探
し
や
簡
単
な
計
算
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
考
え
込
む

よ
う
な
学
習
よ
り
、
ら
く
ら
く
で
き
る

楽
習
（
学
習
）
を
し
て
い
る
時
の
方
が
脳

全
体
が
活
性
化
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
送
迎
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
大
方
教
室

　
毎
週
火
曜
日
　
午
前

１０
時
〜
午
前

１１
時

◆
場
所

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
し

き
の
広
場
（
入
野
５
１
９
１
―

２
２
）

　
　
　
　
蕁

４
３
―

３
６
３
０

◆
佐
賀
教
室

　
毎
週
月
曜
日
　
午
前

１０
時
〜
午
前

１１
時

◆
場
所

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ
が

（
佐
賀
１
０
８
０
―

１
）

　
　
　
　
蕁

３
１
―

４
８
０
７

　
ま
た
、
自
身
や
身
近
な
人
の
物
忘
れ

や
介
護
で
困
っ
た
時
な
ど
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
１
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
あ

っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
蕁

４
３
―

２
２
４
０

 
平
成

１３
年
４
月
よ
り
、
単
独
処
理
浄

化
槽
の
新
設
が
原
則
禁
止
さ
れ
、
地
球

に
や
さ
し
い
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
の
水

洗
化
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
だ
け
で

な
く
、
き
れ
い
な
水
を
川
な
ど
に
返
し

ま
す
。
浄
化
槽
は
下
水
道
と
同
程
度
の

汚
水
処
理
性
能
を
持
つ
も
の
で
す
が
、

正
し
い
使
い
方
と
適
正
な
維
持
管
理
が

な
さ
れ
な
い
と
、
本
来
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清

掃
・
法
定
検
査
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
、

美
し
い
自
然
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

◆
保
守
点
検

　
定
期
的
に
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
専
門
知
識
を
持
つ
資
格

の
あ
る
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

◆
清
掃

　
年
１
回
以
上
の
実
施
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
の
許
可
を
受
け
た
業

者
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

◆
法
定
検
査

　
浄
化
槽
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て

い
る
か
確
認
す
る
大
変
重
要
な
検
査
で

す
。
年
１
回
必
ず
指
定
検
査
機
関
で
受

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
指
定
検
査
機
関

　
高
知
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

 
 
 
蕁

０
８
８
―

８
６
０
―

２
４
０
０

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

 
 
 
蕁

４
３
―

２
８
０
０

 
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

れ
ま
で
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
の
ご

み
の
受
入
れ
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
休
日
に
ご
み
を
持
ち
込
み
た
い
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
９
月

か
ら

１２
月
の
第
２
日
曜
日
に
限
っ
て
、

試
験
的
に
ご
み
の
受
け
入
れ
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁

３
１
―

２
６
０
０

脳
の
ち
ょ
い
ト
レ
教
室
に
つ
い
て

i

よ
り
よ
い
親
子
関
係
づ
く
り
の

た
め
の
保
護
者
学
習
会
（
上
手

に
ほ
め
て
楽
し
い
子
育
て
講
座
）

i

合
併
浄
化
槽
の
保
守
点
検
・

清
掃
・
法
定
検
査
を
行
っ
て

く
だ
さ
い

i

幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

日
曜
日
の
ご
み
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て

i

iお金 仕事 その他
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心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

行
政
・
人
権
相
談
所
の
開
催

１０
月
１７
日
（
月
）
〜
２３
日
（
日
）

は
、
行
政
相
談
週
間
で
す

無
料
弁
護
士
相
談
会
の
開
催

１０
月
よ
り
黒
潮
町
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
導
入
し
ま
す

i

　
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
心
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
く
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭

で
の
心
配
ご
と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、

人
権
侵
害
や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

１
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
、
料
金

は
無
料
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し
く
だ

さ
い
（
予
約
不
要
）。
　

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
１０
月

１１
日
（
火
）
午
前

１０
時
〜
正
午

　
総
合
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
支
所
前
）

・
１０
月

１１
日
（
火
）
午
後
１
時

３０
分
〜

　
午
後
３
時

３０
分

　
鈴
地
区
漁
民
研
修
施
設

・
１０
月

１４
日
（
金
）
午
前

１０
時
〜
正
午

　
馬
荷
老
人
憩
い
の
家

・
１０
月

１４
日
（
金
）
午
後
１
時

３０
分
〜

　
午
後
３
時

３０
分

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
本
庁
前
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

対
策
の
た
め
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
総
務
省
で
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
に

行
政
相
談
を
利
用

し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
毎
年

１０
月
に

「
行
政
相
談
週
間
」

を
設
け
、
各
種
の

行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
黒
潮
町
に
お
い
て
も
、
上
記
の
相
談

所
な
ど
で
総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た

行
政
相
談
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

　
国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
で
、
困
っ
て

い
る
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
お
困
り
ご
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
医
療
保
険
や
年
金
の
こ
と
を
聞
き
た
い

・
道
路
標
識
が
わ
か
り
づ
ら
い

・
車
イ
ス
な
ど
で
公
共
施
設
が
利
用
し

づ
ら
い

○
お
問
い
合
わ
せ

総
務
省 

高
知
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー

蕁

０
８
８
―

８
２
４
―

４
１
０
０

　
黒
潮
町
で
は
、
多
様
化
す
る
消
費
者

相
談
、
不
動
産
、
相
続
、
離
婚
、
地
域

で
の
悩
み
相
談
に
対
応
す
る
た
め
弁
護

士
を
招
き
、
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
日
ご
ろ
、
な
か
な
か
相
談
で
き
な

い
こ
と
も
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
１０
月

１９
日（
水
）
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
本
庁
前
）

※
相
談
時
間
は
１
人

３０
分
以
内
で
す
。

相
談
日
の
１
週
間
前
の
水
曜
日
午
前

８
時

３０
分
か
ら
電
話
ま
た
は
左
記
窓

口
で
先
着
４
名
を
受
け
付
け
、
そ
の

際
、
相
談
内
容
を
聴
き
取
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
同
じ
内
容
の
相
談
は
、
１
回
限
り
で
、

担
当
弁
護
士
が
既
に
相
手
方
の
相
談

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
キ

ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
相
談
日

の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
左
記
窓
口

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 
地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３

　
黒
潮
町
で
は
、「
黒
潮
町
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
理
念
に
基
づ

き
、
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
の
実
現

を
め
ざ
す
取
組
の
一
つ
と
し
て

１０
月
１

日
よ
り
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
を
対

象
と
し
た
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
と
は
、

一
方
ま
た
は
双
方
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
当
事
者
で
あ
る
２
人
が
、
お
互
い
を

人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合
い
、

協
力
し
て
共
同
生
活
を
行
う
こ
と
を
宣

誓
し
、
町
が
そ
の
宣
誓
を
公
的
に
証
明

す
る
制
度
で
す
。
な
お
、
こ
の
制
度
に

は
法
的
な
拘
束
力
は
な
い
た
め
、
婚
姻

制
度
と
は
異
な
り
制
度
を
利
用
さ
れ
た

方
の
関
係
を
法
的
に
保
護
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
町
を
め
ざ
し
、
取
組
を
進
め
る
た

め
の
制
度
で
す
。

※
「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
と
は
同
性

に
恋
愛
感
情
を
持
つ
方
や
、
自
分
の

性
に
違
和
感
を
持
つ
方
な
ど
を
言
い
、

「
性
的
少
数
者
」
と
も
言
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３
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令
和
５
年
４
月
に
入
学
す
る
高
知
県

立
高
知
国
際
中
学
校
夜
間
学
級
（
夜
間

中
学
）の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

　
中
学
校
の
卒
業
資
格
が
ほ
し
い
方
、

も
う
一
度
中
学
校
の
学
習
を
学
び
直
し

た
い
方
の
た
め
の
、
高
知
県
初
の
公
立

中
学
校
夜
間
学
級
で
す
。

　
学
校
の
場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
高
知
駅
か
ら

徒
歩
約
８
分（
高
知
市
新
本
町
）で
す
。

　
１０
月
３
日
か
ら
、
令
和
５
年
４
月
に

入
学
す
る
生
徒
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
高
知
県
内
に
お
住
ま
い
の
義
務
教
育

の
年
齢
を
超
え
た
方
で
、
国
籍
に
か
か

わ
ら
ず
、
３
年
間
続
け
て
通
学
で
き
る

方
の
う
ち

・
小
学
校
や
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
な

い
方

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
の
う
ち
、
不

登
校
や
病
気
な
ど
の
理
由
で
十
分
学

校
に
通
え
な
か
っ
た
方

※
状
況
に
よ
り
、
中
学
２
年
生
、
３
年

生
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
た
だ
し
、
大
学
や
高
校
な
ど
を
す
で

に
卒
業
し
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　
１０
月
３
日（
月
）〜
１２
月
２
日（
金
）

◆
募
集
案
内
配
布
場
所

　
お
住
ま
い
の
市
町
村
教
育
委
員
会
ま

た
は
高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局
高
等

学
校
課
も
し
く
は
高
知
国
際
中
学
校
夜

間
学
級

※
高
知
県
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◆
入
学
希
望
申
請
書
提
出
方
法

募
集
案
内
配
布
場
所
に
持
参
ま
た
は

郵
送

○
お
問
い
合
わ
せ

高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局

高
等
学
校
課

　
〒
７
８
０
―

０
８
５
０

　
高
知
市
丸
ノ
内
１
―

７
―

５
２

蕁

０
８
８
―

８
２
１
―

４
９
０
７

　
　
　
　311701@

ken.pref.kochi.lg.jp

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
移
動
献
血
の
協
力
事
業
所
・

学
校
な
ど
で
の
献
血
中
止
が
相
次
い
で

お
り
、
必
要
な
献
血
数
が
確
保
で
き
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
輸
血
を
必
要
と
す
る
患
者
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り（
１
日
平
均
約
３
千
人
）、

安
定
し
た
血
液
供
給
の
た
め
に
皆
さ
ん

の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
献
血
会
場
に
お
越
し
の
際
は
、
マ
ス

ク
の
着
用
や
、
手
指
の
消
毒
な
ど
感
染

症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
左
記
に
該
当
す
る
方
は
、
献
血
を
ご

遠
慮
く
だ
さ
い（
一
部
の
み
掲
載
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
罹

患
歴
が
あ
り
、
症
状
消
失
後
（
無
症

状
の
場
合
は
検
体
採
取
日
か
ら
）
４

週
間
以
内
の
方

・
濃
厚
接
触
者
と
な
り
、
感
染
者
と
の

最
終
接
触
日
か
ら
２
週
間
以
内
の
方

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン（
フ

ァ
イ
ザ
ー
社
、
モ
デ
ル
ナ
社
）
の
接

種
後
４８
時
間
以
内
の
方

○
�お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 
地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
 
 
蕁

５
５
―

７
３
７
３

　
高
知
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
 
 
蕁

０
８
８
―

８
３
３
―

６
６
６
６

夜
間
学
級
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す

i

血
液
確
保
が
厳
し
い
状
況
で
す

献血バスがやってきます

次の日程で献血バスがやってきます。気軽にできるボランティアとして、献血にご協力をお願いします。

日　　時 時　　間 実施場所

10月18日（火） 10：00～12：30 総合センター（佐賀）

10月25日（火）
10：00～12：00 保健福祉センター（大方）

13：30～16：00 本庁舎

※バスでは400mL献血のみです。
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模
倣
サ
イ
ト
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
有
名
企
業
な
ど
の
公
式
サ
イ
ト
に
よ

く
似
た
模
倣
サ
イ
ト
で
商
品
を
購
入
し

て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
模
倣
サ
イ
ト
で
は
、
日
本
語
な
ど

が
明
ら
か
に
お
か
し
い
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
最
近
で
は
ロ
ゴ
を
そ
の
ま
ま
コ

ピ
ー
し
て
い
る
な
ど
、
正
規
サ
イ
ト
と

そ
っ
く
り
で
見
分
け
が
つ
か
な
い
ほ
ど

よ
く
似
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
注
意
が

必
要
で
す
。

◆
事
例
①

　
知
人
が
通
販
サ
イ
ト
で
ブ
ラ
ン
ド
品

の
バ
ッ
グ
を
購
入
し
た
。
定
価
よ
り
と

て
も
安
い
値
段
だ
っ
た
の
で
、
公
式
サ

イ
ト
を
確
認
す
る
と
、
模
倣
サ
イ
ト
と

し
て
注
意
喚
起
リ
ス
ト
に
あ
げ
ら
れ
て

い
る
サ
イ
ト
だ
っ
た
。

◆
事
例
②

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
時
計
と
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
の
セ
ッ
ト
を
注
文
し
た
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
お
う
と
し
た
が
、

で
き
な
か
っ
た
の
で
仕
方
な
く
代
引
き

を
選
ん
だ
。
後
日
、
商
品
が
届
い
た
の

で
支
払
い
を
し
て
受
け
取
っ
た
が
、
注

文
し
た
商
品
と
違
っ
て
い
た
。
調
べ
た

と
こ
ろ
、
偽
の
サ
イ
ト
だ
っ
た
。

【
ト
ラ
ブ
ル
回
避
・
対
応
ポ
イ
ン
ト
】

１.
　
販
売
価
格
が
大
幅
に
値
引
き
さ
れ

て
い
る
場
合
な
ど
は
、
模
倣
サ
イ
ト

の
可
能
性
が
高
く
、
注
意
が
必
要
で

す
。
詐
欺
・
模
倣
サ
イ
ト
を
完
全
に

見
分
け
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
た

め
、
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
場
合

は
、
購
入
を
い
っ
た
ん
や
め
ま
し
ょ

う
。

２.
　
注
文
時
に
入
力
し
た
個
人
情
報
や

パ
ス
ワ
ー
ド
が
悪
用
さ
れ
る
と
被
害

が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

普
段
か
ら
推
測
さ
れ
や
す
い
パ
ス
ワ

ー
ド
は
使
用
せ
ず
、
使
い
回
し
も
や

め
ま
し
ょ
う
。

３.
　
模
倣
サ
イ
ト
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済

を
し
た
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に

連
絡
を
し
ま
し
ょ
う
。
代
引
配
達
の

場
合
は
、
代
金
を
支
払
う
前
に
地
域

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
消
費
者
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１
８
８
」
）な
ど
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

４.
　
海
外
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
越
境

消
費
者
セ
ン
タ
ー（https://w

w
w

.ccj.

　kokusen.go.jp

）
で
、
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム

に
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
地
域

見
守
り
情
報
　
第
１
８
５
号
よ
り
）

※
幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

出
前
講
座（
無
料
）に
よ
る
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
蕁

３
４
―

８
８
０
５

　
蕭

３
４
―

８
８
０
９

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 

１
８
８

〈
相
談
受
付
〉

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

〒
７
８
７
―

０
０
１
２

四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
番

１３
号

（
ア
ピ
ア
さ
つ
き
２
階
駐
車
場
西
側
）

　
黒
潮
町
で
は
、

１０
月
１
日（
土
）現
在

で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不
就

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
調
査
で
あ
り
、
政
府
の
重
要

な
統
計
と
し
て
統
計
法
に
定
め
ら
れ
た

基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
雇
用
政
策
、
経
済
政

策
な
ど
の
企
画
・
立
案
の
た
め
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、
９

月
下
旬
に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
書
類

を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
よ
り
便
利
に

皆
さ
ん
に
ご
回
答
い
た
だ
く
た
め
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、

簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

企
画
調
整
室 

企
画
振
興
係

　
蕁

４
３
―

２
１
７
７

「
令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調

査
」
の
実
施
・
回
答
の
お
願
い

i

幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

i
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
地
域
の
住
環
境
改
善
の
た
め
、
老
朽

化
し
危
険
な
空
き
家
の
除
去
を
行
う
方

に
対
し
、
除
去
費
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
住
宅

・
町
内
に
あ
る
個
人
住
宅
で
あ
る
こ
と

・
空
き
家
で
あ
る
こ
と

・
木
造
ま
た
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造

で
あ
る
こ
と

・
抵
当
権
、
賃
借
権
な
ど
が
設
定
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
（
土
地
を
含
む
）

・
住
宅
の
老
朽
度
が
一
定
の
条
件
を
満

た
す
こ
と

・
倒
壊
や
火
災
に
よ
り
周
囲
の
住
宅
や

通
路
に
被
害
を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
の
あ

る
住
宅
で
あ
る
こ
と

◆
申
請
者

 
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
で
高
知
県
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。

①
登
記
簿
上
の
所
有
者

②
①
の
方
の
相
続
人
代
表
者

③
①
・
②
の
方
か
ら
住
宅
の
除
去
に
つ

い
て
委
任
を
受
け
た
方

③
の
委
任
に
よ
る
申
請
を
お
考
え
の
方

は
、
事
前
に
本
庁
ま
ち
づ
く
り
課 

住

宅
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
工
事

 
次
の
①
〜
③
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
工
事
が
対
象
で
す
。

①
建
設
業
な
ど
の
許
可
を
受
け
た
業
者

に
請
け
負
わ
せ
る
除
去
工
事
で
あ
る

こ
と
。

②
住
宅
す
べ
て
を
除
去
す
る
除
去
工
事

で
あ
る
こ
と
（
住
宅
に
は
、
居
間
・

寝
室
が
あ
り
、
台
所
・
風
呂
・
ト
イ

レ
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
住
宅
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
一
部
除

去
済
み
で
あ
っ
て
も
可
と
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）。

③
ほ
か
の
制
度
な
ど
に
よ
り
補
助
金
の

交
付
や
補
償
な
ど
を
受
け
な
い
除
去

工
事
で
あ
る
こ
と
（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

除
去
工
事
は
対
象
外
）。

◆
補
助
金
額

　
除
去
工
事
費
の

１０
分
の
８
（
上
限
１

０
０
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　
１０
月
３
日
（
月
）
〜

１１
月
４
日
（
金
）

（
受
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、
再
度
、
募

集
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

◆
結
果
通
知

　
１１
月

３０
日
（
水
）
ま
で
に
審
査
の
結
果

（
交
付
、
不
交
付
）
を
通
知
し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

・
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
る
前
に

工
事
の
契
約
や
工
事
に
着
手
し
た
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
補
助
金
の
受
け
取
り
に
は
、
工
事
費

の
領
収
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
代
理
受
領
（
※
）
を
活
用
す
る

場
合
は
、
工
事
費
か
ら
補
助
金
確
定

額
を
差
し
引
い
た
金
額
の
領
収
書
が

必
要
で
す
。

・
住
宅
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住

宅
用
地
特
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る

た
め
、
翌
年
度
よ
り
土
地
の
税
額
が

増
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 
ま
ち
づ
く
り
課 

住
宅
係

　
　
　
　
蕁

４
３
―

２
１
１
５

　
佐
賀
支
所 

建
設
課 
土
木
係

　
　
　
　
蕁

５
５
―

３
７
０
０

※
代
理
受
領
と
は

　
補
助
申
請
者
が
工
事
契
約
し
た

事
業
者
に
補
助
金
の
請
求
お
よ
び
交

付
を
委
任
す
る
こ
と
で
、
町
か
ら
事

業
者
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

※
代
理
受
領
を
利
用
で
き
な
い
補

助
事
業
も
あ
る
た
め
、
詳
細
は
補

助
金
を
交
付
す
る
担
当
課
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

例）黒潮町老朽住宅除去事業補助金

　　老朽住宅の解体にかかる費用：100万円、補助金80万円の場合

老
朽
住
宅
除
去
事
業
に
つ
い
て

（
追
加
募
集
）

i

申請者

①解体費用の支払い

①解体費用の支払い

②補助金の

支払い

②補助金の支払い

※①の支払い確認後

※①の支払い

　確認後

解体業者

100万円

80万円

20万円

80万円

黒潮町

代理受領を利用する場合

申請者

解体業者

黒潮町

通　　　　　常

選
択
可
能
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最低賃金改正の

お知らせ

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

犯
罪
被
害
に
対
す
る
出
張
法

律
相
談
の
お
知
ら
せ

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

i

生
涯
現
役
実
現
の
た
め
の
お
仕
事

説
明
会 

お
し
ご
と
カ
フ
ェ

ｉｎ
幡
多

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
職
業
訓
練
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ

ー
ス
）
の
ご
案
内

i

　
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
害
や
性
暴
力
な
ど
の
事
件
・
事
故
に

あ
わ
れ
た
方
を
対
象
に
弁
護
士
と
犯
罪

被
害
相
談
員
に
よ
る
無
料
の
出
張
法
律

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
奇
数
月
は
県
西
部
（
四
万
十
市
）
に
お

い
て
、
第
３
火
曜
日
午
後
１
時

３０
分
か

ら
午
後
３
時

３０
分
に
行
っ
て
い
ま
す
。

左
記
連
絡
先
ま
で
事
前
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
日
時

　
１１
月

１５
日
（
火
）

　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

３０
分

◆
場
所

　
幡
多
総
合
庁
舎 

２
階
会
議
室

　
（
四
万
十
市
中
村
山
手
通
り

１９
）

◆
共
催

 
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
う
ち

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・
法
テ
ラ
ス

高
知
・
高
知
県

○
お
問
い
合
わ
せ

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
う
ち

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
蕁

０
８
８
―

８
５
４
―

７
５
１
１

　
 
 

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
訓
練
は
、
ご
自
宅
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
て
、
在
宅
の
ま
ま
受
講
で

き
ま
す
。
育
児
や
就
業
な
ど
の
事
情
に

よ
り
決
ま
っ
た
日
時
に
職
業
訓
練
を
受

講
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
が
、
職
業
訓

練
を
受
講
し
や
す
く
設
定
し
た
コ
ー
ス

で
す
。
定
期
的
な
習
得
度
確
認
テ
ス
ト

や
対
面
指
導
（
通
所
ま
た
は
通
信
（
同
時

双
方
向
型
）
に
よ
り
実
施
）
が
行
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の
特
徴

・
全
国
各
地
か
ら
受
講
可
能
で
す
。

・
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の

実
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
）
。

・
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
職
業
訓

練
受
講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受

講
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
四
万
十
公
共
職
業
安
定
所

　
蕁

３
４
―

１
１
５
５

　
お
お
む
ね

５５
歳

以
上
の
方
を
対
象

に
、
企
業
の
方
と

直
接
お
仕
事
の
内

容
な
ど
を
気
軽
に

話
せ
る
茶
話
会
形

式
の
お
仕
事
説
明

会
で
す
。
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
宿
毛
市
会
場

・
日
時
　

１１
月

１７
日
（
木
）

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

・
場
所
　
林
邸
（
宿
毛
市
中
央
３
―

１
―

３
）

◆
四
万
十
市
会
場

・
日
時
　

１１
月

１８
日
（
金
）

　
 
 
 

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

・
場
所
　
物
産
館
サ
ン
リ
バ
ー
四
万
十

　
　
　
　（
四
万
十
市
右
山
３
８
３
―

７
）

◆
参
加
費
　
無
料

◆
定
員
　
先
着

２０
名
（
要
事
前
申
込
）

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
協
議
会

　
蕁

０
８
８
―

８
７
９
―

１
９
０
７

　
高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
高
知
県
最
低

賃
金
」
を
改
正
し
、

１０
月
９
日
（
日
）
か

ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
決
定
に
よ
り
、

１０
月
９
日
（
日
）

以
降
分
と
し
て
労
働
者
に
支
払
う
賃
金

は
、
１
時
間
８
５
３
円
以
上
と
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
労
働
局 

賃
金
室

　
 
 
蕁

０
８
８
―

８
８
５
―

６
０
２
４

　
四
万
十
労
働
基
準
監
督
署

　
 
 
蕁

３
５
―

３
１
４
８
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成人式「記念アトラクション」企画メンバー募集

　成人式式典の中で行う「記念アトラクション」で家族や仲間、ふるさとへの

感謝の気持ちを動画で放映しませんか。

◆応募資格　令和5年黒潮町成人式対象者

◆募集人数　5～10名程度　※例年グループでの応募をいただいています。

◆活動内容　式典で放映する記念アトラクション動画（30分程度）の企画・制作などを

　　　　　　行います。

◆応募方法　電話またはメールにて応募してください。その際、氏名、住所、生年月日、

　　　　　　電話番号、出身小中学校をお知らせください。

「新成人代表者」募集

　新成人代表者を募集します。「われこそは」と思う方のご応募をお待ちしています。

◆応募資格　令和5年黒潮町成人式対象者

◆募集人数　2名（誓詞・記念品授与）

◆応募方法　電話またはメールにて応募してください。その際、氏名、住所、生年月日、

　　　　　　電話番号、出身小中学校をお知らせください。

　　○お問い合わせ・応募先

　　　教育委員会 生涯学習係　蕁43－0044　 　20010030@town.kuroshio.lg.jp

黒潮町ケーブルテレビ

10月番組予定表

IWKTVの放送時間・番組などに関するお問い合わせは

本庁 情報防災課 情報推進係 または
IWKTV制作室まで

【情報推進係】    蕁43－2188 

【IWKTV制作室】蕁43－0500
番　　組 放送時間

番組内容の更新は、毎週水曜日の18：00です。

お 知 ら せ

高知県議会・秋の大運動会を放送予定！高知県議会・秋の大運動会を放送予定！

※NEWSや役場のお知らせ、イベ
　ントの様子などをお届けします。

ＩＷＫTV番組
7：00　12：00　15：00　18：00　21：00

Kochi on TV!

高知ケーブルテレビ
10：00　23：00

片さんのFish!おふ 11：15　20：15

高齢者寺子屋 6：00　14：00

体操番組 6：45　11：00　14：45　20：00

幡多サイクル紀行 8：35　13：35　16：35　19：35　22：35

ごめんなはり線で楽しむ休日 8：45　13：45　16：45　19：45　22：45

ショップチャンネル 9：00　17：00　24：00～6：00

IWKTV加入・放送に関する不具合などのお問い合わせは

【光ネットワークセンター】

※放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

インスタグラム フェイスブック

◆IWKTVでは、インスタグラム・フェイスブ
ックで番組案内や取材の風景などを発信
しています。ご利用中の方は、右記QRコ
ードよりのぞいてみてください。

◆高知県議会定例会

議会日程　9月21日（水）～10月14日（金）�

放送時間　午前10時から議会終了まで�

※高知県議会の放送日程は変更となる場合があります。

◆秋の大運動会（保育園）�

元気いっぱい運動会を楽しむ園児たちの様子

をお届けします。

※詳しい放送時間などは電子番組表でもご確認頂けます。
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上記行事は天候などの都合および新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から無観客開催、延期、中止する場合があります。

【場所について】・多目的運動広場（人工芝グラウンド）　・球技場（天然芝グラウンド）

　　　　　　　　・多目的芝生広場（陸上競技場天然芝グラウンド）

○お問い合わせ　高知県立土佐西南大規模公園体育館事務所　蕁43－0166

日（曜） 行　　　事　　　名 場　　　　所

1（土） 多目的芝生広場・多目的運動広場合宿（高知県立高知西高等学校/高知県立高知国際高等学校）（サッカー）

2（日）

多目的運動広場JFAフットボールフェスタ2022（小学生～社会人）

大方球場幡多地区中学校新人野球大会（兼県大会幡多地区予選会）

体育館あそビバ！in高知（幼少期対象：ボールゲームイベント）

15（土）

テニスコート

多目的芝生広場・多目的運動広場第101回全国高等学校サッカー選手権大会高知県予選

9（日）

8（土）・9（日）

8（土）

体育館ボッチャ交流大会（高知県老人クラブ連合会）

多目的運動広場第31回全日本高等学校女子サッカー選手権大会四国予選（高校生）

テニスコート森本旗 中学校ソフトテニス大会

15（土）・16（日） 体育館幡多地区中学校バスケットボール大会

多目的運動広場高知県リーグ（社会人サッカー）
16（日）

パークゴルフ場土佐西南黒潮パークゴルフ協会 月例会

佐賀東公園多目的広場くろしお杯 球技大会（ソフトボールの部）
22（土）

多目的運動広場黒潮カップ（小学生サッカー）

23（日） 多目的運動広場四国U-13リーグサザンクロス2022（小学生サッカー）

30（日） 体育館黒潮町子ども会球技大会（ドッジボール）（小学生）

土佐西南大規模公園（大方地区）スポーツイベント・大会予定　10月

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2022（令和4）年10月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。

※イベントは、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から延期、中止となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

10月22日（土）

㈱日本旅行�

蕁03－3356－7443
海のバザール駐車場

13:009:00
H.O.Gファンライドラリーin黒潮

～ハーレーダビッドソンイベント～

㈱ケンツー�

蕁080－4999－5115
13:0010:00第8回 砂浜・海の音楽祭

24日（月）
あったかふれあいセンターさが

　　　　　� 蕁31－4807

あったかふれあい

センターさが
13:0010:00クレーマさんの英会話教室

幡多地区中学校ソフトテニス秋季大会
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くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学
ニラそぼろ丼

※成績順位決定方法　①打数の少ない者　②ホールインワン（Ｈ数）の多い者

　　　　　　　　　　③２打数の多い者　 ④年齢が上の者

黒潮町Ｇ・Ｇ愛好会　9月月例会

日時：9月5日（月）

場所：大方球場補助グラウンド（24ホール）

技術賞：池田　章夫　59打※④

最多ホールインワン賞：岡村　知　2ホール 

最多2打賞：池田　章夫　15ホール※④

成績 氏　名 打数 Ｈ数

優　勝 岡村　　知 52 2

準優勝 浜田　　衛 54 1

3位 中山　次男 57 1

4位 池田　章夫 59 0

5位 金子　広子 59 0

6位 酒井　隆昌 59 0

7位 宮川　依行 60 0

8位 池田　明美 61 1

9位 矢野　昭子 62 1

10位 曽根　省子 62 0

2打数

11

14

10

15

15

13

14

10

9

14

材料（4人分）

〔作り方〕
①炊飯をセットする。
②ショウガをすりおろし、ニラは２cm幅程度に切り、ニンジン
はみじん切りにする。
③熱したフライパンに油をひき、豚ミンチとショウガを炒める。
④肉の色が変わったらニンジンを加えてよく炒める。
⑤全体がしんなりしたら、Ａの調味料を加えてよくなじませる。
⑥ニラを加えてひと混ぜする。
⑦炊き上がったごはんの上にのせる。

お米� 2合
豚ミンチ� 240g
ショウガ� 5g
ニラ� 1束
ニンジン� 小1本
　　酒� 小さじ1
　　みりん� 大さじ1/2
　　砂糖� 大さじ1
　　濃口しょうゆ� 大さじ1/2
　　オイスターソース�小さじ1

○お問い合わせ

　大方学校給食センター　蕁31－3201

　佐賀学校給食センター　蕁55－2166

　ニラは黒潮町の特産品です。
　ビタミンＡ・ビタミンCがたっぷりで、においの素「アリシン」
には、滋養強壮や疲労回復の効果があります。
　そして、学校給食においても「ニラそぼろ丼」は子どもた
ちからも人気のあるメニューの１つです。ぜひお試しください。

A

  集落活動センターであいの里蜷川では商品開

発に取り組んでおり、地区特産のミョウガの茎を

使用した酢漬けを地区のミョウガ農家を中心に

製造しています（商品名:みょうがの雫）。色付け

原材料を使用せず、ミョウガ本来の紅色を特徴

とし、茎のシャキシャキとした食感と、町産の天

日塩・入野砂糖（黒砂糖）を使用し一から作った

合わせ酢の酸味は、ご飯のおともに、お酒の肴に

ピッタリです。町内では、

道の駅なぶら土佐佐賀、

道の駅ビオスおおがた、

sea56でお買い求め

いただけますので、ぜ

ひご賞味ください。

　踏切事故防止推進協議会では、踏切事故

防止に関する広報活動の一環として「踏切事

故防止キャンペーン」を展開し、自動車ド

ライバーなどに対し踏切

事故防止に対する意識の

高揚を図ることとしまし

たので、皆さんのご理解・

ご協力をよろしくお願い

します。

■実施期間

　11月1日（火）～11月10日（木）までの10日間

■実施機関

　踏切事故防止推進協議会

■スローガン

　「きけんです むりなおうだん いのちとり」

○お問い合わせ

　踏切事故防止推進協議会事務局

　蕁087－802－6762

集落活動センター通信 No.8：であいの里蜷川

みょうがの雫

踏切事故防止キャンペーン
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ramer's CornerKramer's Corner
クレーマのコーナーK 今月のテーマ ホエールウォッチング

　この間ホエールウォッチングを初めて体験しました。写真係として中学生とこどもサポートセ

ンターの方と一緒に参加するのに誘っていただき、10人で入野漁港へ向かいました。まずは、

船に乗る前にホエールウォッチング担当の大迫さんから黒潮沖で見られる動物などについての話

を聞きました。ニタリクジラに加え、イルカやトビウオも見られると聞きました。そして面白い

と思ったのは、クジラの背びれで見分ける方法です。クジラが空気を吸うために浮上する時、だ

いたい背中と背びれしか見られないので、背びれの傷跡や破れたところで見分けるそうです。

　話が終わってから、みんなが船に乗り沖へ向かいました。潮風がとても気持ち良く、トビウオ

が名前の通り海から飛んでいました。少し時間が経ったら鳥の群れが見えてきました。鳥がいた

らクジラもいる可能性が高いので、そこに向かって行きました。着いたら船の近くに1頭のニタ

リクジラが浮上し潮を吹いてきました。背びれは傷がなくとてもきれいなので、どれのクジラか

わからなかったが、初めてのホエールウォッチングでクジラに会えてとても嬉しかったです。

　しかしその後、船に慣れていない僕が船の揺れに負け、とても酔ってしまい、後半はずっと船

の後ろで横になって過ごしました。またホエールウォッチングに行きたいと思いますが、次回は

酔い止めを絶対忘れません。
今月の使える！英語

Have you ever seen a whale?
クジラを見たことがありますか。

「Have you ever～」は「～したことがありますか」と

いう意味で、この英語を使っていろいろなことが聞け

ます。ぜひ使ってみてください。ホエールウォッチングに行く船
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〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

月

10

11

日

1～2

3～9

10～16

17～23

24～30

31

1～6

07～13

14～20

21～27

28～30

水 道 給 水 工 事 指 定 店

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

クロシオライフラインサービス

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

クロシオライフラインサービス

クロシオライフラインサービス

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

クロシオライフラインサービス

野 村 企 画 設 備

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

平 野 住 設

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

平 野 住 設

平 野 住 設

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

平 野 住 設

㈱ 中 村 住 設

大 西 設 備

村 越 設 備

吉 本 水 道 工 務 店

大 西 設 備

村 越 設 備

吉 本 水 道 工 務 店

吉 本 水 道 工 務 店

大 西 設 備

村 越 設 備

吉 本 水 道 工 務 店

大 西 設 備

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

電話番号
店　　名 住　　所

店　舗
店　　名

携　帯

クロシオライフラインサービス

前 田 電 工

村 越 設 備

㈱ 中 村 住 設

野 村 企 画 設 備

43－3075

43－1149

43－3033

34－3621

43－4665

090－1006－3985

090－3185－4957

080－3160－0276

090－3184－1731

090－8970－5021

入野1769

入野1574

入野2117

四万十市古津賀3443－1

田野浦1593

平 野 住 設

大 西 設 備

吉本水道工務店

拳 ノ 川 住 設

電話番号

店　舗 携　帯

44－1513

31－3277

43－2024

55－7371

090－3183－1279

090－1004－2499

090－3183－8535

090－3783－7011

住　　所

伊田2100

浮鞭2083－2

下田の口822－174

拳ノ川224

くろしお協力隊にくろしお協力隊に聞く聞く聞
協力隊の仕事も3年目となりますが、3年目だから感じることはありますか？

　ふるさと納税を年に数回とか、何度も注文してくださるリピーターの寄附者さんと

の繋がりは特に感じますね。「前に担当してくれた○○さんはいますか」という風に自

分の名前を覚えてくださったり、最初は事務的な内容のみのやり取りだったところが、

何度かお話させていただくうちに少しずつ寄附者さんとのコミュニケーションがとれ

るようになってきたなと思います。そうした繋がりを今後も大事にしていきたいですね。

また、町内の旬のものがより身近に感じるようになりました。季節の果物などの申し込みが始まると

「これがもうすぐとれるんだな」と思います。

　黒潮町も3年目。これまでを振り返ってみてどうですか？また、任期終了後はどんなことがしたいですか？

　老若男女いろいろな方と出会って、人との関わりが密になってきました。日々発見の連続で、黒潮

町に来て良かったというのが一番の感想です。黒潮町に来て知り合った方のお子さんの服を作ったこ

とがきっかけで自分のやりたいこと、作りたいものが見えてきて、それに伴ってチャレンジすること

も増えてきました。10月には高知市で開催される協力隊の人がお店を出すイベントに参加することに

なっていて、子ども向けの雑貨を作って売るということにも挑戦します。

今はキルト展に出展する作品も作成しているので、作るものがたくさんあ

りますね。元々好きではありましたが、黒潮町に来てから、より物作りへ

のモチベーションが上がったなと感じます。協力隊の任期終了後は、自分

のネットショップを開業して、服や雑貨を売ってみたいと思っています。

椋埜さん製作の子ども服

く

秋の黒潮町は、キルト展や産業祭などイベントがあります
ので、皆さんも町のイベントを楽しんでみませんか。

協力隊から一言!

Q

A

Q

A

【今月の担当者】

地域おこし協力隊

（ふるさと納税業務担当）

椋埜　未咲
むく の み さき
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N
o
.1
9
9

10

2022（令和4）年8月31日現在

出　生 6人（男2人・女4人）

世　帯　数 5,438世帯

女 5,447人

男 5,043人

人　　　口 10,490人（前月比14人減）

転　入 17人（男9人・女8人）

その他 0人

増
　
加

死　亡 23人（男11人・女12人）

転　出 14人（男7人・女7人）

その他 0人

減
　
少

わ
が
ま
ち
デ
ー
タ

10月

日 月 火 水 木 金 土

1 3 1 2 1

2

1

3 4

2

5 6 7 8

9 10 11 12

19

13 14

16 17 18 20 21 22

23

15

11月

日 月 火 水 木 金 土

3 1 1 2 3 4 5

24 25 27 28 29

新しく入った本の紹介

●嘘つきジェンガ　　　　　　　　　　　　　頏村　深月／著

●深川駕籠　クリ粥　　　　　　　　　　　　山本　一力／著

●家庭調査官・庵原かのん　　　　　　　　　乃南　アサ／著

●ハヤブサ消防団　　　　　　　　　　　　　池井戸　潤／著

●ストレス脳　　　　　　　　　　アンデシュ・ハンセン／著

●家業とちゃぶ台　　　　　　　　　　　　　向田　邦子／著

●SHO-TIME大谷翔平　　　　　　ジュフ・フレッチャー／著

●立てないキリンの赤ちゃんをすくえ　　　　佐藤　真澄／著

●ほねほねザウルス　25　　　 ぐるーぷ・アンモナイツ／著

●いっしょにあるく　　　　　　　　　　うえの　えみこ／作

2726

30 31 25 28 292726

佐賀館休み 大方館休み 両館休み

黒潮町公式 SNS

Please follow us

2022年9月13日インスタグラム掲載

Facebook
@9640town

Twitter・LINE
@kuroshio_town

Instagram
@kuroshiotown_official

※10月10日（月）…スポーツの日　※10月28日（金）…館内整理日

※11月3日（木）…文化の日　※11月4日（金）…3日振替（大方）柴田ケイコ作品展

10月1日（土）～10月26日（水）

場　所／大方あかつき館・町民ギャラリー

入場料／無料

　　　（木曜日・祝日はおやすみです）

○絵本の原画を展示します。

11月12日（土） 午前・午後で2作品上映予定

場　所／大方あかつき館・レクチャーホール

入場料／無料

※詳しくは図書館だよりまたは広報11月号

でお知らせします。

上
林
暁
文
学
館 

第
４３
回
企
画
展

徳
廣
睦
子

追
悼
一
周
忌
に
寄
せ
て

★秋の名画座あかつき★
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